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「
国
民
料
理
」
と
し
て
の
中
国
料
理
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

西
　
澤
　
治
　
彦

「
中
国
料
理
」
が
一
つ
の
体
系
を
も
っ
た
独
自
の
「
民
族
料
理
」
も
し
く
は
「
国
民
料
理
」
を
形
成
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
異

論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
中
国
人
自
身
も
そ
う
自
覚
し
て
い
る
し
、
海
外
に
お
け
る
中
国
料
理
店
に
対
す
る
認
識
も
そ
れ
を
裏
付
け
て
い

る
。
で
は
、「
国
民
料
理
」
と
し
て
の
「
中
国
料
理
」
は
い
つ
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
の
か
？　

も
と
よ
り
こ
れ
は
非
常
に
大
き
な
問

題
で
あ
り
、
本
稿
は
こ
の
大
命
題
に
せ
ま
る
た
め
の
、
い
く
つ
か
の
観
点
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る

（
注
１
）。

１　

中
国
料
理
の
歴
史
的
展
開

「
国
民
料
理
」
と
し
て
の
中
国
料
理
を
論
じ
る
に
は
、
先
ず
中
国
料
理
の
展
開
の
歴
史
を
概
観
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
広
大
な
土

地
と
長
い
歴
史
を
有
す
る
中
国
だ
け
に
、そ
の
料
理
は
、各
地
の
多
様
性
を
吸
収
し
つ
つ
、長
い
時
間
を
か
け
て
今
日
の
姿
に
発
展
し
た
。

世
界
に
誇
る
中
国
料
理
の
背
後
に
は
、
こ
れ
を
育
ん
で
き
た
悠
久
な
る
中
国
文
明
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
中
国
料
理
の
歴
史
は
、
中
国

の
社
会
経
済
史
的
な
発
展
と
対
応
関
係
が
見
ら
れ
る

（
注
２
）。

即
ち
、
漢
代
、
お
よ
び
唐
宋
代
が
、
中
国
料
理
の
展
開
に
お
い
て
も
重
要
な
画
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期
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
先
ず
、
漢
代
に
お
い
て
、
発
酵
技
術
が
大
豆
に
応
用
さ
れ
、「
豆ド

ウ

豉チ
―

」
や
「
醤ジ

ァ
ン」

な
ど
の
加
工
調
味
料
が
誕

生
し
、
ま
た
西
ア
ジ
ア
か
ら
の
製
粉
技
術
の
導
入
に
よ
り
、
餅ビ

ン

類
（
小
麦
粉
を
捏
ね
て
円
盤
状
に
加
熱
し
た
食
品
）
や
麺ミ

ェ
ン類

が
普
及
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
大
豆
と
小
麦
粉
の
展
開
を
「
静
か
な
る
料
理
革
命
」
と
呼
ぶ
研
究
者
も
い
る
。

次
い
で
、
唐
宋
代
に
お
い
て
、
華
北
に
お
い
て
主
食
で
あ
っ
た
キ
ビ
・
ア
ワ
類
か
ら
米
・
小
麦
へ
の
転
換
が
完
了
す
る
。
ま
た
、
狩

猟
の
衰
退
に
伴
い
野
生
動
物
の
消
費
が
減
少
す
る
一
方
、
地
理
的
な
領
土
の
拡
大
に
伴
い
野
菜
（
胡
瓜
・
玉
葱
・
豌
豆
・
菠
薐
草
な
ど
）

や
果
物
（
胡
桃
・
葡
萄
・
石
榴
な
ど
）、
香
辛
料
（
胡
麻
・
胡
椒
・
大
蒜
な
ど
）
の
種
類
が
増
大
し
た
。
さ
ら
に
、
酪
農
製
品
を
含
む

保
存
技
術
の
洗
練
と
、
喫
茶
の
普
及
、
酒
類
の
多
様
化
（
蒸
留
技
術
の
伝
来
）
な
ど
も
も
た
ら
さ
れ
た
。
養
生
思
想
に
基
づ
い
た
菜
食

主
義
も
唐
代
に
生
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
中
国
人
の
食
物
観
の
背
後
に
は
、
食
は
薬
で
あ
る
と
い
う
思
想
が
あ
り
、
薬
膳
は
そ
れ
を
具
現

化
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
中
国
に
は
本
草
書
や
食
経
（
料
理
書
）
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
調
理
技
術
の
面
に
お
い
て
も
、
こ

の
時
期
に
、
竃
の
改
良
と
鉄
器
の
普
及
に
よ
り
鉄
製
の
「
菜

ツ
ァ
イ

鍋グ
ォ

」（
日
本
で
い
う
「
中
華
鍋
」
は
和
製
漢
語
）
が
使
用
さ
れ
は
じ
め

（
注
３
）、

そ
れ
ま
で
の
羹
な
ど
煮
物
中
心
の
料
理
に
、
炒
物
・
揚
物
の
料
理
が
加
わ
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
宋
代
に
お
け
る
都
市
と
流
通
の
発
達

は
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
外
食
産
業
を
生
み
出
し
、
地
域
ご
と
の
洗
練
さ
れ
た
料
理
体
系
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、
宋
代

に
な
っ
て
、
西
ア
ジ
ア
か
ら
伝
わ
っ
た
胡
床
を
経
て
椅
子
座
の
習
慣
が
広
ま
り
、「
案ア

ン

」
と
呼
ば
れ
た
銘
々
膳
か
ら
、
今
日
の
よ
う
な

卓
を
囲
む
食
事
方
法
が
一
般
的
と
な
る
。

そ
の
後
も
、
明
代
に
な
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
伝
来
し
た
早
稲
の
チ
ャ
ン
パ
米
が
普
及
し
、
二
期
作
が
可
能
と
な
り
、
明
清
代
の
爆

発
的
な
人
口
増
加
を
支
え
た
ほ
か
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
サ
ツ
マ
イ
モ
・
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
・
ト
ウ
ガ
ラ
シ
な
ど
新
大
陸
の
作
物
も
受
容
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
外
国
の
食
物
に
対
す
る
リ
ベ
ラ
ル
な
態
度
が
、
中
国
人
の
料
理
に
対
す
る
情
熱
と
と
も
に
、
現
代
の
中
国
料
理
の
豊
か
さ
を

築
い
て
き
た
と
い
え
る
。
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２　

中
国
料
理
の
発
展
と
歴
史
地
理

こ
の
よ
う
に
中
国
料
理
と
い
う
の
は
、
領
土
の
拡
大
に
と
も

な
い
な
が
ら
、
周
辺
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
や
調
理
法
を
吸

収
し
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
。
こ
の
意
味
で
中
国
料
理
は
オ
ー

プ
ン
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
も
い
え
る
。【
図
表
１
】
に
示
し
た

如
く
、
地
域
間
の
交
流
と
い
う
意
味
で
は
、
古
代
か
ら
唐
代
ま

で
は
西
ア
ジ
ア
か
ら
の
影
響
と
い
う
東
西
軸
が
重
要
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
は
、
南
北
軸
が
重
要
と
な
っ
て
く
る

（
注
４
）。

中
国
史
を

貫
く
大
き
な
流
れ
と
し
て
北
方
民
族
に
追
わ
れ
る
形
で
の
漢
族

の
南
下
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
人
の
移
動
は
食
文
化
に
も
影
響

を
与
え
て
い
る
。
も
っ
と
も
そ
の
影
響
は
北
方
か
ら
南
方
へ
と

い
う
一
方
通
行
で
は
な
く
、
南
方
か
ら
北
方
へ
と
い
う
相
互
の

流
れ
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
明
代
は
、
元
朝
下
で
伝
統
的

な
漢
文
化
を
保
持
し
た
南
人
が
天
下
を
統
一
し
た
だ
け
に
、
新

た
な
食
材
や
調
理
法
（
江
南
で
発
展
し
た
麺
類
、
南
炒
、
粘
り

け
の
あ
る
米
）
が
北
方
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
飯
や
麵
を
箸
で
食

べ
る
こ
と
や
精
緻
な
宴
会
儀
礼
も
南
方
の
習
慣
で
あ
っ
た
。
続

【図表１】食材・調理法・食事方法にみられる南北の相互影響

（筆者作成「食事文化史からみた中国の南北」より）
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く
清
朝
に
お
け
る
「
満
漢
全
席
」
は
南
北
の
食
材
と
調
理
法
の
集
大
成
と
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。

南
北
の
地
域
差
は
今
日
で
も
継
続
し
て
お
り
、
華
北
に
お
け
る
小
麦
（
饅マ

ン

頭ト
ウ

や
餅ビ

ン

類
）
や
羊
肉
へ
の
嗜
好
に
対
し
、
華
南
で
は
米
が
主
食
で
あ
り
、
豚
肉
や

魚
へ
の
嗜
好
が
強
い
。
江
南
を
「
魚ユ

ー

米ミ
ー

之ジ
ー

郷シ
ァ
ン」

と
呼
ぶ
所
以
で
あ
る
。
こ
う
し

た
差
は
嗜
好
品
に
も
反
映
さ
れ
て
お
り
、
北
方
で
は
蒸
留
酒
で
あ
る
白バ

イ

酒ジ
ゥ

や
、

茉モ
ー

莉リ
ー

花フ
ア

（
ジ
ャ
ス
ミ
ン
）
茶チ

ャ
ーな

ど
の
花
茶
が
好
ま
れ
る
の
に
対
し
、
南
方
で
は

こ
れ
に
加
え
て
、
醸
造
酒
で
あ
る
黄フ

ァ
ン

酒ジ
ゥ（

浙
江
）
や
、
緑
茶
（
浙
江
・
江
蘇
）、

半
発
酵
の
烏ウ

ー

龍ロ
ン

茶チ
ャ
ー（

福
建
・
広
東
）、
発
酵
茶
の
普プ

ー

洱ア
ー

茶チ
ャ
ー（

雲
南
）
が
好
ま
れ
る
。

【
図
表
２
】
は
ア
メ
リ
カ
の
農
業
学
者
、
ロ
ッ
シ
ン
グ
・
バ
ッ
ク
に
よ
っ
て

一
九
三
七
年
に
刊
行
さ
れ
たLand U

tilization in China 

に
掲
載
さ
れ
た
、

中
国
に
お
け
る
二
つ
の
主
要
農
業
地
域
の
区
分
図
で
あ
る
。
揚
子
江
で
は
な
く
、

淮
河
が
南
北
を
分
け
る
地
理
的
な
境
界
線
と
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
南
北
間
の
交
流
は
、【
図
表
３
】
に
示
し
た
如
く
、
実

は
長
城
以
南
の「
農
業
地
域
」内
の
話
で
あ
る
。
も
う
少
し
視
野
を
広
げ
る
な
ら
、

長
城
以
北
の
「
遊
牧
地
域
」
に
は
歴
史
的
に
匈
奴
（
民
族
名
で
は
な
く
国
名
）

や
鮮
卑
、
突
厥
、
蒙
古
、
満
族
な
ど
の
北
方
遊
牧
民
族
が
暮
ら
し
、
度
々
、
漢

族
の
農
業
地
域
を
脅
か
し
た
。
華
北
に
お
け
る
羊
肉
の
受
容
は
、
こ
う
し
た
遊

【図表３】牧区と農区、農区内の華北と華南の関係

費孝通編著『中華民族多元一体格局』より作成

牧区

農区

長城

（匈奴）・鮮卑・突厥…………蒙古・満族
 （元朝）（清朝）

淮河

（南匈奴）  →  内モンゴル

（小麦・羊肉） 

（羊肉） 

（米・豚肉・魚）

華北

華南

【図表２】中国における二つの主要農業地域

Lossing Buck Land Utilization in China より
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牧
民
の
存
在
を
考
え
る
と
た
や
す
く
理
解
で
き
る
。

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、
で
は
中
国
の
「
中
心
」
と
な
る
も
の
は
あ
る
の
か
、

と
い
う
問
い
で
あ
る
。
近
年
の
考
古
学
の
成
果
は
、
従
来
の
中
原
一
元
説
を
覆
し
、

中
国
文
明
は
も
と
も
と
多
元
的
な
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
費
孝
通
の
『
中
華
民
族
の
多
元
一
体
構
造
』
は
、
こ
う
し
た
前
提
の
も

と
に
、「
中
華
民
族
」
な
る
も
の
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
を
モ
デ
ル

化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
国
各
地
で
展
開
し
た
地
域
料
理
を
ど
う
と
ら

え
る
か
、
と
い
う
問
題
と
も
関
わ
っ
て
く
る
。
考
古
学
界
か
ら
中
国
文
明
の
多
元

説
が
唱
え
ら
れ
た
一
方
で
、
言
語
学
の
立
場
か
ら
興
味
深
い
モ
デ
ル
の
提
示
が
な

さ
れ
て
る
。
即
ち
、【
図
表
４
】
に
示
し
た
如
く
、
橋
本
満
太
郎
は
『
言
語
類
型
地

理
論
』
に
お
い
て
、「
漢
語
」
な
る
も
の
が
最
初
か
ら
存
在
し
た
の
で
は
な
く
、
北

方
の
ウ
ラ
ル
・
ア
ル
タ
イ
語
系
と
南
方
の
タ
イ
諸
語
と
い
う
二
つ
の
核
が
南
北
に

存
在
し
、
そ
れ
ら
が
長
い
時
間
を
か
け
て
混
ざ
り
合
っ
て
成
立
し
た
の
が
「
漢
語
」

で
あ
る
、
と
い
う
大
胆
な
仮
説
を
提
示
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、「
漢
語
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
説
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
傍
証
と
し
て
統
辞
構
造
や
否
定
詞
、
河
川
の
名

所
な
ど
が
南
北
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。【
図
表
５
】
は
中
国
に
お

け
る
河
川
の
名
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
長
江
を
境
に
以
北
は
「
○
○
河
」、
以

【図表４】漢語の「ハイブリッド説」

橋本満太郎『言語類型地理論』より作成

↓

↑

ウラルアルタイ諸語

漢語

タイ諸語

統辞構造　　　逆行構造（ＳＯＶ）
否定詞　　　　　　ｐ音
河川の名称　　　　～河 

統辞構造　　　順行構造（ＳＶＯ）
否定詞　　　　　　m 音
河川の名称　　　　～江

【図表５】中国における河川の名称

橋本満太郎『現代博言学』より
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南
は
「
○
○
江
」
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
東
北
の
黒
竜
江
な
ど
が
例
外
的
に
「
江
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
清
末
以
降
に
な
っ
て
漢

族
に
よ
っ
て
開
発
が
行
わ
れ
た
為
で
あ
る
。
こ
の
仮
説
も
多
元
説
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
複
数
の
中
心
が
あ
っ
た
と
す
る
よ
り
も
、
南

北
に
二
つ
の
核
が
あ
っ
た
と
す
る
方
が
分
り
や
す
い
。
橋
本
の
モ
デ
ル
は
、
長
城
を
挟
ん
だ
北
の
「
遊
牧
地
域
」
と
南
の
「
農
業
地
域
」

と
の
交
流
の
歴
史
と
も
合
致
す
る
。
こ
れ
は
言
語
に
留
ま
ら
ず
、
中
国
料
理
の
形
成
過
程
や
地
域
的
な
多
様
性
を
考
え
る
上
で
も
有
効

な
モ
デ
ル
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
中
国
料
理
の
歴
史
地
理
的
な
展
開
を
概
観
し
て
み
る
と
、
生
態
的
な
条
件
に
加
え
、
支
配
と
被
支
配
、
王
朝
の
交
替
、
遷
都

と
移
住
、
都
市
と
流
通
の
発
展
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
的
な
要
素
が
複
雑
に
か
ら
み
あ
っ
て
今
日
の
姿
に
至
っ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。

３　

中
国
料
理
の
体
系
的
特
徴

歴
史
を
通
し
て
中
国
料
理
を
特
徴
づ
け
て
い
る
も
の
と
し
て
、
張
光
直
は
以
下
の
五
点
を
挙
げ
て
い
る
。
①
資
源
か
ら
の
規
定
（
生

も
の
・
酪
農
製
品
が
主
要
な
位
置
を
占
め
な
か
っ
た
）、
②
「
飯フ

ァ
ン」（

主
食
）
と
「
菜ツ

ァ
イ」（

副
食
）
の
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
、
③
柔
軟
性
と

適
応
性
（
料
理
自
体
、
お
よ
び
そ
れ
を
作
る
中
国
人
の
柔
軟
性
、『
本
草
綱
目
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
食
材
に
対
す
る
知
識
、
保
存
食
の

豊
富
さ
）、
④
食
物
観
（
養
生
思
想
、
陰
陽
思
想
）、
中
国
文
化
に
お
け
る
食
物
の
重
要
姓
（
古
来
の
伝
統
、
宮
中
や
儀
礼
に
お
け
る
飲

食
の
重
要
姓
）
が
そ
れ
で
あ
る

（
注
５
）。

先
述
の
如
く
、
今
日
我
々
が
知
る
中
国
料
理
は
、
唐
宋
代
以
降
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、「
飯フ

ァ
ン」

と
「
菜ツ

ァ
イ」

の
パ
ラ
レ
ル
な

関
係
は
、
古
代
か
ら
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
。
張
光
直
が
あ
げ
た
特
徴
に
加
え
て
、
日
本
料
理
と
の
比
較
の
視
点
か
ら
、
現
代
の
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中
国
料
理
の
特
徴
を
整
理
し
て
み
た
い
。
最
大
の
特
徴
は
、
中
国
料
理
の
「
菜ツ

ァ
イ」（「

副
食
」
と
い
っ
て
も
い
い
が
、「
主
食
」「
副
食
」

は
日
本
語
か
ら
の
語
彙
）
が
肉
・
魚
・
野
菜
な
ど
、
多
種
類
の
素
材
と
風
味
の
混
合
を
基
本
と
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
調
味
料
や
香
辛

料
も
日
本
と
比
べ
豊
富
で
、
ラ
ー
ド
や
植
物
油
を
多
用
す
る
。
旨
み
に
関
し
て
も
、
鶏
ガ
ラ
な
ど
動
物
性
を
好
み
、
日
本
の
よ
う
に
昆

布
や
鰹
節
か
ら
ダ
シ
を
取
る
こ
と
を
し
な
い
。
多
種
類
の
食
材
や
調
味
料
を
組
み
合
わ
せ
る
方
法
だ
と
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
無
限
に

広
が
る
訳
で
、
中
国
料
理
の
種
類
が
多
い
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。
こ
れ
は
旬
の
素
材
の
持
ち
味
を
最
大
限
に
生
か
す
た
め
に
単
品
で
用

い
る
こ
と
が
多
い
日
本
料
理
と
は
好
対
照
で
あ
る
。
第
二
の
特
徴
は
、
生
水
、
生
野
菜
、
生
魚
、
生
卵
な
ど
、
生
も
の
を
口
に
し
な
い
。

こ
れ
は
水
質
の
問
題
や
、
寄
生
虫
を
恐
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
但
し
、
生
魚
に
関
し
て
は
、
広
東
地
方
の
「
魚ユ

ー

生シ
ェ
ン」

と
い
っ
た
例
外
は

あ
る

（
注
６
）。

日
本
人
が
生
も
の
を
好
む
の
は
、
素
材
の
持
ち
味
を
最
大
限
に
生
か
す
と
い
う
調
理
法
の
帰
着
点
と
も
い
え
る
。
こ
の
ほ
か
、

中
国
人
は
バ
タ
ー
や
チ
ー
ズ
と
い
っ
た
乳
製
品
も
伝
統
的
に
口
に
し
な
い
（
唐
代
に
は
食
さ
れ
て
い
た
）。
第
三
の
特
徴
は
、
調
理
さ

れ
た
温
か
い
料
理
を
好
む
。
列
車
内
で
売
っ
て
い
る
弁
当
も
温
か
い
し
、
お
茶
も
熱
い
も
の
を
飲
む
。
第
四
の
特
徴
は
、
肉
食
へ
の
強

い
嗜
好
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
中
国
語
で
は
肉
料
理
を
「
葷フ

ン

菜ツ
ァ
イ」、

野
菜
料
理
を
「
素ス

ー

菜ツ
ァ
イ」

と
分
類
し
て
い
る
。
動
物
性
蛋
白
質

の
摂
取
に
関
し
て
は
、
地
域
差
や
歴
史
的
な
変
遷
が
あ
る
が
、
北
方
を
中
心
に
羊
肉
が
よ
く
食
さ
れ
る
が
、
現
代
中
国
語
で
「
肉ロ

ウ

」
と

書
く
と
豚
肉
を
指
す
ほ
ど
、
豚
肉
へ
の
嗜
好
も
強
い
。
ま
た
野
生
動
物
へ
の
嗜
好
も
強
く
残
っ
て
い
る
。
神
へ
の
供
物
も
、
日
本
で
は

五
穀
や
海
産
物
で
あ
る
の
に
対
し
、中
国
で
は
獣
肉
が
供
さ
れ
る
。
日
本
は
現
代
こ
そ
肉
の
消
費
が
盛
ん
で
あ
る
が
、中
国
と
比
べ
た
ら
、

歴
史
的
に
み
て
肉
の
消
費
量
の
少
な
い
社
会
で
あ
り
、
魚
介
類
へ
の
嗜
好
が
依
然
と
し
て
強
い
と
い
え
る
。
中
国
で
も
魚
介
類
が
消
費

さ
れ
て
い
る
が
、
沿
海
部
を
除
い
て
、
一
般
に
淡
水
魚
へ
の
嗜
好
が
強
い
。

以
上
は
、
歴
史
的
な
変
遷
を
経
て
形
成
さ
れ
た
、
現
在
の
中
国
料
理
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
単
な
る
ア
イ
テ
ム
と
し

て
の
「
国
民
食
」
で
は
な
く
、
一
つ
の
料
理
体
系
を
な
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
が
現
代
中
国
料
理
の
「
文
法
」
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で
あ
り
、
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
と
言
え
る
。

４　

地
方
料
理
の
形
成

「
国
民
料
理
」
が
形
成
さ
れ
る
た
め
に
は
、
明
確
な
輪
郭
を
も
っ
た
地
方
料
理
の
存
在
が
前
提
と
し
て
あ
る
。
中
国
の
よ
う
な
多
民

族
国
家
の
場
合
は
、
こ
う
し
た
地
域
差
に
加
え
て
、
漢
民
族
対
少
数
民
族
と
い
う
区
別
（
清
朝
で
あ
れ
ば
「
満
漢
全
席
」）
の
ほ
か
、

宗
教
の
影
響
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
仏
教
徒
の
「
素ス

ー

菜ツ
ァ
イ」（「

精
進
料
理
」
は
日
本
語
）、
お
よ
び
ム
ス
リ
ム
の
「
清チ

ン

真ジ
ェ
ン

菜ツ
ァ
イ」（

ハ
ラ
ー
ル
）
な
ど
の
食
習
慣
は
、
地
域
区
分
と
は
別
に
古
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
。

料
理
に
対
す
る
自
覚
は
、
料
理
本
の
刊
行
が
一
つ
の
指
標
と
な
り
得
る
。
現
存
す
る
中
国
最
古
の
料
理
関
係
の
本
と
し
て
は
、
六
世

紀
の
北
魏
で
刊
行
さ
れ
た
『
斉
民
要
術
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
正
確
に
は
農
書
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
調
理
に
関
す
る
記
述
が
あ
る

（
注
７
）。

し

か
し
こ
れ
は
山
東
地
方
の
料
理
で
あ
っ
て
、
決
し
て
「
中
国
料
理
」
で
は
な
い
。
中
国
文
明
の
多
元
説
を
引
く
ま
で
も
な
く
、
広
大
な

国
土
で
あ
れ
ば
、
地
域
に
よ
っ
て
特
色
あ
る
料
理
が
生
み
出
さ
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
「
地
方
料
理
」
が
自
覚
さ
れ
、明
確
な
輪
郭
を
も
つ
よ
う
に
な
る
の
は
、都
市
が
発
展
し
流
通
と
人
の
移
動
が
盛
ん
に
な
っ

た
宋
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
即
ち
、
汴
梁
（
開
封
）
や
臨
安
（
杭
州
）
な
ど
の
国
都
に
、
地
方
か
ら
来
た
人
々
を
相

手
に
郷
土
料
理
を
提
供
す
る
店
が
誕
生
し
た
の
で
は
な
い
か
。【
図
表
６
】
で
紹
介
し
た
如
く
、
北
宋
の
都
、
汴
梁
の
都
市
繁
盛
記
で

あ
る
『
東
京
夢
華
録
』
巻
四
の
「
食
店
」
に
は
、「
川

チ
ュ
ア
ン

飯フ
ァ
ン

店デ
ィ
エ
ン」（

四
川
料
理
店
）｢

南
ナ
ン
シ
ー
デ
ィ
エ
ン

食
店｣

（
江
南
料
理
店
）
の
存
在
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
海
外
に
お
い
て
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
店
が
誕
生
す
る
初
期
の
契
機
と
同
じ
で
あ
る
。
地
方
料
理
を
考
え
る
際
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に
宋
代
以
降
を
対
象
と
す
る
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
調
理

法
も
含
め
て
中
国
料
理
が
唐
宋
代
に
大
き
な
変
化
を
遂
げ

て
お
り
、
今
日
の
地
方
料
理
に
繋
が
っ
て
く
る
か
ら
で
あ

る
。そ

の
地
方
料
理
分
類
で
あ
る
が
、
味
付
け
に
関
し
て
言

う
と
、
よ
く
「
東ト

ン

酸ス
ワ
ン・

西シ
ー

辣ラ
ー

・
南ナ

ン

甜テ
ィ
エ
ン・

北ベ
イ

鹹シ
ェ
ン」

と
言
わ
れ

る
が
、
研
究
者
に
よ
っ
て
様
々
な
分
類
が
あ
る
。
よ
く
挙

げ
ら
れ
る
の
は
「
四
大
菜
系
」
で
、
こ
れ
は
黄
河
下
流
域

の
鲁ル

ー

菜ツ
ァ
イ（

山
東
料
理
）、長
江
上
流
域
の
川

チ
ュ
ワ
ン

菜ツ
ァ
イ（

四
川
料
理
）、

長
江
下
流
域
の
淮ワ

イ

揚ヤ
ン

菜ツ
ァ
イ（

江
蘇
の
淮
安
・
揚
州
一
帯
）、
珠

江
流
域
の
粤ユ

エ

菜ツ
ァ
イ（

広
東
料
理
）
を
指
す
。
淮
安
と
揚
州
は

淮
河
や
揚
子
江
と
京
杭
大
運
河
と
が
交
叉
す
る
水
運
の
要

所
と
し
て
、
ま
た
か
つ
て
は
塩
業
の
拠
点
と
し
て
栄
え
た

場
所
で
あ
る
。
研
究
者
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
に
長
江
中
流

域
の
湘

シ
ァ
ン

菜ツ
ァ
イ（

湖
南
）、
福
建
の
閩ビ

ン

菜ツ
ァ
イ、

浙
江
の
浙ゼ

ー

菜ツ
ァ
イ（

杭
州
・

寧
波
・
紹
興
一
帯
）、
安
徽
省
の
徽フ

イ

菜ツ
ァ
イ（

徽
州
地
方
）
の
四

つ
を
加
え
て
「
八
大
菜
系
」
と
分
類
す
る
人
も
い
る
。
日

本
で
お
馴
染
み
の
「
北
京
料
理
」
や
「
上
海
料
理
」
が
入
っ

【図表６】『東京夢華録』巻四「食店」

孟元老著　入矢義高・梅原郁訳註 『東京夢華録―宋代の都市と生活』より
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て
い
な
い
が
、
歴
史
的
に
み
た
ら
こ
の
「
四
大
菜
系
」
や
「
八
大
菜
系
」
と
い
っ
た
分
類
は
そ
れ
な
り
の
根
拠
が
あ
る
。
地
方
料
理
は

歴
史
的
に
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
時
間
軸
を
入
れ
る
だ
け
で
、
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
。
例
え
ば
、
数
百
年
遡
れ
ば
、
上
海
は
長

江
河
口
の
三
角
州
に
過
ぎ
ず
、
上
海
料
理
ど
こ
ろ
か
、
今
あ
る
上
海
そ
の
も
の
が
存
在
し
な
か
っ
た
。
今
日
の
上
海
料
理
は
、
浙
菜
（
上

海
人
は
本ベ

ン

帮バ
ン

菜ツ
ァ
イ、寧ニ
ン

波ポ
ー

菜ツ
ァ
イと

も
言
う
）
や
淮
揚
菜
を
ベ
ー
ス
と
し
て
形
成
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
北
京
料
理
が
入
っ

て
い
な
い
の
も
、
今
日
の
北
京
料
理
が
、
山
東
料
理
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
こ
れ
に
宮
廷
料
理
の
伝
統
や
各
地
の
地
方
官
吏
が
も
た
ら
し

た
料
理
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
北
京
料
理
を
代
表
す
る
「
北ベ

イ

京ジ
ン

烤カ
オ

鴨ヤ
ー

」（
北
京
ダ
ッ

ク
）
は
、
永
楽
帝
遷
都
の
際
に
南
京
の
「
金ジ

ン

陵リ
ン

烤カ
オ

鴨ヤ
―

」
が
伝
わ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
北
方
に
位
置
す
る
た
め
、「
涮

シ
ュ
ワ
ン

羊ヤ
ン

肉ロ
ー

」

に
代
表
さ
れ
る
羊
肉
料
理
な
ど
モ
ン
ゴ
ル
族
の
影
響
も
色
濃
く
受
け
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
中
国
に
お
け
る
地
域
区
分
と
し
て
は
、
ス
キ
ナ
ー
が
提
起
し
た
水
系
に
基
づ
く
マ
ク
ロ
リ
ー
ジ
ョ
ン
と
い
う
の
が
あ
る
。

即
ち
、
ス
キ
ナ
ー
は
伝
統
中
国
（
一
八
四
〇
年
代
ま
で
）
に
お
い
て
、
独
立
し
た
経
済
圏
を
形
成
し
て
い
た
地
域
と
し
て
、
①N

orth 

China

（
北
方
中
国
）、
②N

orthw
est China

（
西
北
中
国
）、
③U

pperY
angtze

（
長
江
上
流
域
＝
四
川
盆
地
）、
④M

iddle 

Y
angtze

（
長
江
中
流
域
＝
湖
南
・
湖
北
）、
⑤Low

er Y
angtze

（
長
江
下
流
域
＝
江
蘇
・
浙
江
）
⑥Y

un-K
w

ei

（
雲
南
・
貴
州
）、

⑦Southeast Coast

（
東
南
沿
海
部
＝
福
建
、
⑧Lingnan
（
嶺
南
＝
広
東
）
の
八
つ
を
提
起
し
て
い
る
。【
図
表
７
】
が
そ
れ
で
、

地
図
の
原
題
は
「
主
要
河
川
に
基
づ
く
、
農
業
時
代
の
中
国
に
お
け
る
自
然
地
理
的
な
マ
ク
ロ
リ
ー
ジ
ョ
ン
」
と
な
っ
て
い
る
。
薄
く

網
が
け
し
た
と
こ
ろ
が
そ
の
コ
ア
と
な
る
地
域
で
あ
る
。

さ
て
、「
八
大
菜
系
」
の
地
域
区
分
は
、
ス
キ
ナ
ー
の
提
起
し
た
水
系
に
基
づ
く
マ
ク
ロ
リ
ー
ジ
ョ
ン
と
も
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
。【
図

表
８
】
は
こ
れ
に
八
大
菜
系
を
重
ね
た
図
で
あ
る
。
こ
う
し
て
図
示
し
て
み
る
と
、独
立
し
た
経
済
圏
の
存
在
が
、一
定
の
体
系
を
持
っ
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た
料
理
の
成
立
の
前
提
と
し
て
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
興
味

深
い
の
は
、
四
大
菜
系
が
大
き
な
菱
形
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内

側
に
小
さ
な
菱
形
が
入
れ
子
式
に
な
っ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
は
、

特
徴
あ
る
料
理
体
系
は
淮
河
以
南
の
南
方
中
国
に
ほ
と
ん
ど
が
集

ま
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
六
朝
以
降
、
断
続
的
に
行
わ

れ
た
漢
民
族
の
南
下
と
江
南
の
開
発
と
い
う
、
中
国
の
歴
史
的
な

展
開
と
も
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
後
述
す
る
よ
う
に

言
語
集
団
も
南
方
中
国
に
お
い
て
多
様
な
分
布
を
み
せ
て
い
る
。

こ
う
し
た
歴
史
に
地
方
ご
と
の
豊
富
な
食
材
が
融
合
す
れ
ば
、
独

自
の
体
系
が
形
成
さ
れ
て
い
く
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ク
ロ
リ
ー
ジ
ョ
ン
は
主
要
な
河
川
と
も

密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
魯
菜
が
黄
河
下
流
域
、
川
菜
が
揚
子
江

上
流
域
、
湘
菜
が
揚
子
江
中
流
域
、
淮
揚
菜
が
揚
子
江
下
流
域
、

粤
菜
が
珠
江
下
流
域
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
淮
揚
は
淮
河
や
揚

子
江
だ
け
で
な
く
、
大
運
河
と
も
交
叉
し
、
北
京
と
杭
州
と
は
こ

の
大
運
河
で
繫
が
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の

う
ち
、
自
然
地
理
的
な
マ
ク
ロ
リ
ー
ジ
ョ
ン
と
独
自
の
料
理
体
系

と
が
一
致
し
な
い
の
は
、
西
北
中
国
と
雲
南
貴
州
地
方
だ
け
で
、

【図表７】スキナーの提起するマクロリージョン

The City in Late Imperial China より

【図表８】八大菜系を重ねた図

マクロリージョンに八大菜系を重ねた図

粤菜

閩菜

浙菜

徽菜
淮揚菜

川菜 湘菜

珠江珠江

淮河淮河黄河黄河

揚子江揚子江

鲁菜
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こ
の
両
地
域
は
伝
統
的
に
は
独
立
し
た
経
済
圏
を
持
っ
て
い
な
が
ら
、
独
自
の
料
理
体
系
を
持
っ
て
い
な
い
地
域
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
、
雲
南
は
明
清
以
降
は
四
川
か
ら
の
移
民
が
多
く
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を
多
用
す
る
点
で
は
四
川
料
理
に
近
い
と
い
え
る
。

な
お
、「
四
大
菜
系
」「
八
大
菜
系
」
と
も
、
興
味
深
い
の
は
、
地
方
料
理
は
決
し
て
省
単
位
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
都
市
で
発
達
し

た
も
の
と
い
う
点
で
あ
る
。
江
蘇
菜
と
い
う
言
い
方
も
な
く
は
な
い
が
、
正
確
に
は
そ
の
ベ
ー
ス
に
あ
る
の
は
淮
安
や
揚
州
で
発
展
し

た
料
理
で
あ
る
。そ
れ
ら
を
統
合
し
た
南
京
も
大
都
市
で
あ
る
。ち
な
み
に
、清
代
の
文
人
、袁
枚
は
南
京
に
て『
随
園
食
単
』（
一
七
九
二
）

を
書
き
残
し
て
い
る
が
、
彼
は
杭
州
出
身
で
あ
っ
た
た
め
、
料
理
に
は
杭
州
の
影
響
が
色
濃
い
と
さ
れ
て
い
る
。
徽
菜
も
あ
く
ま
で
徽

州
で
発
展
し
た
料
理
で
あ
っ
て
、安
徽
省
全
体
で
は
な
い
。
こ
う
し
て
み
る
と
、山
東
料
理
も
済
南
や
曲
阜
、四
川
料
理
も
成
都
や
重
慶
、

広
東
料
理
も
広
州
と
い
っ
た
都
市
が
発
展
の
舞
台
で
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
洗
練
さ
れ
た
地
方
料
理
は
歴

史
の
あ
る
豊
か
な
都
市
に
お
い
て
発
展
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
地
方
料
理
が
明
確
な
輪
郭
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
宋
代
以

降
と
い
う
の
は
妥
当
な
推
測
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
八
大
菜
系
」
が
歴
史
地
理
的
に
み
て
妥
当
な
の
は
、こ
れ
が
あ
る
程
度
、方
言
分
布
と
も
合
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
言
え
る
。【
図

表
９
】
に
示
し
た
如
く
、中
国
語
学
で
は
中
国
語
を
七
大
方
言
に
分
類
し
て
い
る
。
即
ち
、北
方
語
（
北
方
系
）、西
南
方
言
（
四
川
系
）、

湘
語
（
湖
南
系
）、
贛
語
（
江
西
系
）、
呉
語
（
長
江
下
流
域
系
）、
閩
語
（
福
建
系
）、
粤
語
（
広
東
系
）
の
七
つ
で
あ
る
。
言
葉
が
違

え
ば
、文
化
も
違
っ
て
く
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、方
言
の
分
布
と
一
定
の
相
関
関
係
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。「
八
大
菜
系
」
と
「
七

大
言
語
」
の
相
違
点
は
、
山
東
、
江
蘇
、
安
徽
は
い
ず
れ
も
北
方
方
言
に
属
す
る
が
、
独
自
の
料
理
体
系
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
江
西

は
独
自
の
方
言
が
あ
る
も
の
の
独
自
の
料
理
体
系
を
も
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

四
川
料
理
店
に
し
ろ
、
広
東
料
理
店
に
し
ろ
、
実
際
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
出
さ
れ
て
い
る
メ
ニ
ュ
ー
を
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
っ

た
く
別
な
料
理
を
出
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
そ
の
地
方
独
自
の
料
理
は
あ
る
に
し
て
も
、
全
メ
ニ
ュ
ー
の
一
／
三
か
ら
半
分
は
、
い
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わ
ば
定
番
化
し
た
、
全
国
区
と
も
い
う
べ
き
、

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
料
理
が
並
ん
で
い
る
。
例
え

ば
、
麻
婆
豆
腐
は
四
川
料
理
店
で
な
く
て
も

出
る
し
、
北
京
烤
鴨
も
北
京
料
理
店
で
な
く

て
も
出
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
逆
に
言

う
と
、
全
国
区
で
は
な
い
料
理
を
ど
れ
だ
け

提
供
し
て
い
る
か
が
、
そ
の
地
方
の
料
理
の

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
な
り
得
る
。

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

家
庭
料
理
と
レ
ス
ト
ラ
ン
の
料
理
と
の
関
係

で
あ
る
。
中
国
料
理
と
い
う
と
、
ど
う
し
て

も
我
々
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
出
さ
れ
る
料
理
に

目
が
い
き
が
ち
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
洗
練

さ
れ
た
料
理
が
毎
日
の
家
庭
料
理
で
食
べ
ら

れ
て
い
る
訳
で
は
決
し
て
な
い
。
家
庭
レ
ベ
ル

に
お
い
て
ど
れ
だ
け
の
地
方
差
が
あ
る
の
か

は
、
正
確
な
デ
ー
タ
を
知
ら
な
い
。
地
方
料

理
の
代
表
的
な
ア
イ
テ
ム
は
存
在
す
る
し
、
そ

【図表９】中国の言語分布図

橋本満太郎「中国の言語区分と料理区分」より
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の
地
方
で
よ
く
使
わ
れ
る
食
材
や
調
味
料
は
あ
る
に
し
て
も
、
料
理
体
系
の
差
異
と
な
る
と
、
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
と
い
え
る
。

日
本
人
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
中
国
料
理
は
レ
ス
ト
ラ
ン
の
料
理
に
偏
り
す
ぎ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
例
え
ば
、
浙
江
出
身
の
中
国

人
に
よ
る
と
、
浙
江
東
部
で
の
家
庭
料
理
は
必
ず
し
も
多
種
類
の
素
材
を
混
合
せ
ず
、
調
味
料
も
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
と
い
う
。
紹
興
出

身
の
周
作
人
も
、
大
半
の
中
国
人
留
学
生
が
淡
泊
な
日
本
料
理
に
な
じ
め
な
い
が
、
自
分
に
と
っ
て
は
故
郷
の
食
べ
物
も
さ
っ
ぱ
り
し

て
い
る
の
で
平
気
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
書
い
て
い
る

（
注
８
）。

ま
た
、
近
年
、
日
本
の
大
衆
中
国
料
理
店
で
あ
る
「
餃
子
の
王
将
」
が
中

国
市
場
か
ら
撤
退
し
た
が
、「
中
国
料
理
＝
脂
っ
こ
い
炒
め
物
」
と
い
う
日
本
人
の
通
念
（
即
ち
脂
っ
こ
い
料
理
）
に
、
中
国
人
が
つ

い
て
い
け
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

５　
「
中
国
料
理
」
の
自
覚
的
な
成
立

こ
れ
ま
で
実
態
と
し
て
の
中
国
料
理
を
歴
史
地
理
的
に
概
観
し
て
き
た
が
、
で
は
「
国
民
料
理
」
と
し
て
の
「
中
国
料
理
」
は
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
契
機
で
成
立
し
た
の
か
？ 

私
の
知
る
限
り
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
詳
細
な
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
私
な
り
の
試
論
を
述
べ
た
い
。「
国
民
国
家
」
の
成
立
が
「
国
民
料
理
」
の
成
立
の
要
件
と
す
る
と
、
や
は
り
清
末
か
ら
中

華
民
国
期
に
か
け
て
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
前
の
王
朝
国
家
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
料
理
は
存
在
し
た
。
し
か
し
、
一
つ
の

ま
と
ま
っ
た
体
系
と
し
て
の
「
中
国
料
理
」
と
い
う
の
は
、
実
態
と
し
て
は
存
在
し
て
も
、
意
識
の
上
で
存
在
し
て
い
た
と
は
考
え
に

く
い
。
実
際
、異
民
族
王
朝
で
あ
る
清
朝
の
「
満
漢
全
席
」
は
、満
族
の
料
理
と
漢
族
の
料
理
と
い
う
、民
族
に
よ
る
分
類
は
あ
っ
て
も
、

「
国
民
」
と
い
う
意
識
で
は
な
か
っ
た
。
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こ
こ
で
、
参
考
ま
で
に
言
語
の
問
題
を
み
て
お
き
た
い
。「
国
語
」
の
制
定
は
国
民
国
家
と
し
て
の
最
初
の
仕
事
の
一
つ
で
あ
る
。

清
朝
ま
で
は
科
挙
試
験
に
合
格
し
て
官
吏
と
な
っ
た
者
の
共
通
語
と
し
て
「
北
京
官
話
」
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
文
字
通
り
、
官
僚
の

話
す
こ
と
ば
で
あ
る
。
こ
の
官
話
を
覚
え
れ
ば
、
出
身
地
が
ど
こ
で
あ
れ
、
赴
任
地
が
ど
こ
で
あ
れ
、
口
語
に
よ
る
意
思
の
疎
通
が
可

能
で
あ
っ
た
。
同
じ
こ
と
は
外
国
人
に
も
い
え
、清
末
の
中
国
に
入
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
師
ら
は
、沿
海
部
の
布
教
か
ら
始
め
る
が
、

官
話
の
ほ
か
、
粤
語
や
呉
語
な
ど
の
方
言
を
学
ぶ
必
要
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
内
陸
部
に
布
教
を
拡
大
し
て
い
く
中
で
、
中
国
全
土
で

官
話
が
通
じ
る
、
と
い
う
こ
と
を
発
見
す
る

（
注
９
）。

こ
の
よ
う
に
、
事
実
上
、
官
話
は
当
時
の
共
通
語
に
な
っ
て
は
い
た
が
、
官
話
そ
の
も

の
は
国
民
の
共
通
語
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
中
国
に
お
い
て
「
国
語
」
が
制
定
さ
れ
る
の
は
中
華
民
国
期
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
北
方
方
言
を
ベ
ー
ス
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
各
地
の
方
言
は
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ

る
。
中
華
人
民
共
和
国
に
な
っ
て
か
ら
、
共
通
語
と
し
て
注
音
字
母
を
使
う
「
国グ

オ
ユ語

」
に
代
わ
っ
て
、
拼ピ

ン

音イ
ン

字
母
を
使
う 

「
普プ

ー

通ト
ン

話ホ
ア

」
を
制
定
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
（
な
お
、「
国グ

オ
ユ語

」
と
い
う
名
称
は
台
湾
と
華
僑
の
間
で
使
い
続
け
ら
れ
て
い
る
）。
学

校
教
育
や
マ
ス
コ
ミ
で
の
使
用
に
よ
り
、「
普
通
話
」
は
、
民
国
期
に
お
け
る
「
国
語
」
よ
り
も
格
段
に
普
及
し
て
い
る
が
、
広
大
な

国
土
と
長
い
伝
統
に
よ
っ
て
、
方
言
が
消
え
て
い
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
中
国
に
お
け
る
地
方
文
化
の
多
様
性
は
言
語
の
多
様
性
と

密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
そ
れ
は
料
理
に
も
言
え
よ
う
。
そ
の
一
方
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
方
言
ど
う
し
て
は
ま
っ
た

く
会
話
が
通
じ
な
く
て
も
、
ひ
と
た
び
漢
字
で
書
く
と
意
思
の
疎
通
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
漢
字
の
読
み
方
が
方
言
に
よ
っ

て
異
な
る
だ
け
で
、
文
字
と
し
て
の
漢
字
は
共
通
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
中
国
の
多
様
性
と
統
合
性
と
が
共
存
し
う

る
独
自
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
い
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、「
国
民
料
理
」
が
形
成
さ
れ
て
い
く
に
は
い
く
つ
か
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
内
的
な
要
因
と
し
て
は
、
国
家
統
合
の
結
果

と
し
て
意
図
的
な
標
準
化
の
動
き
（
例
え
ば
料
理
書
の
刊
行
、
全
国
的
な
料
理
教
室
、
均
質
的
な
学
校
給
食
な
ど
）
が
、
外
的
な
要
因
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と
し
て
は
、
異
文
化
の
異
質
な
料
理
体
系
と
の
出
会
い
が
あ
る
。
ま
た
、「
国
民
料
理
」
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
得
る
指
標
と
し
て
は
、

総
称
と
し
て
の
「
中
国
料
理
」
と
い
う
言
葉
の
誕
生
と
普
及
が
あ
げ
ら
れ
る
。

中
国
で
は
、
中
華
民
国
の
成
立
に
よ
っ
て
国
民
国
家
へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
が
、
広
大
な
国
土
に
多
様
な
地
域
性
を
残
し
て
い
た
上

に
、
建
国
後
も
戦
乱
と
革
命
が
続
い
た
た
め
、
少
な
く
と
も
「
国
民
料
理
」
の
形
成
に
対
す
る
内
的
な
力
は
あ
ま
り
働
か
な
か
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
統
合
の
力
と
し
て
の
「
宮
廷
料
理
」
の
果
た
し
た
役
割
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
さ
ほ
ど
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。
清
朝
時
代
の
「
満
漢
全
席
」
は
あ
る
に
し
て
も
、「
国
民
料
理
」
の
形
成
と
関
係
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
む
し
ろ
中
華
民
国

は
異
民
族
支
配
の
清
朝
を
倒
し
、
そ
れ
を
否
定
す
る
立
場
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
指
標
は
料
理
本
の
刊
行
で
あ
る
。
日

本
に
お
い
て
「
支
那
料
理
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
料
理
本
の
研
究
は
あ
る
も
の
の
、
今
後
は
中
華
民
国
期
に
中
国
で
刊
行
さ
れ
た
料
理

書
の
詳
細
な
調
査
が
課
題
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
、中
国
の
場
合
は
、異
文
化
と
の
出
会
い
の
方
が
「
国
民
料
理
」
の
自
覚
と
形
成
に
よ
り
大
き
な
力
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
中
国
人
が
自
分
た
ち
の
料
理
を
自
覚
し
て
い
く
過
程
を
歴
史
的
に
み
て
み
た
い
。
こ
う
し
た
自
覚
は
、
一
般
に
異
文
化
と
の
接

触
で
生
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
の
中
世
に
お
け
る
「
唐
菓
子
」
や
江
戸
時
代
の
「
南
蛮
菓
子
」
が
そ
う
で
あ
る
し
、
明
治
以
降

に
な
っ
て
「
西
洋
料
理
」
や
「
支
那
料
理
」
に
出
会
い
、「
日
本
料
理
」
と
い
う
言
葉
、
即
ち
概
念
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
後
、「
洋
食
」

に
対
し
て
「
和
食
」
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
「
和
洋
中
」
と
区
別
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る（

（注

（
注

。

中
国
の
よ
う
な
大
陸
国
家
の
場
合
、周
辺
の
異
民
族
と
の
対
比
は
古
代
か
ら
連
続
的
に
存
在
し
た
。
即
ち
中
華
に
対
す
る
東
夷
・
南
蛮
・

西
戎
・
北
狄
が
そ
れ
で
、
差
異
化
は
食
事
に
も
見
ら
れ
た
。『
礼
記
』
に
は
、
西
戎
や
北
狄
に
は
穀
物
を
食
さ
な
い
者
が
、
東
夷
と
南

蛮
に
は
火
食
し
な
い
者
が
い
る
、と
記
さ
れ
て
い
る（

（注

（
注

。
も
っ
と
も
こ
れ
は
中
華
の
優
位
性
を
確
認
す
る
ベ
ク
ト
ル
で
の
他
者
認
識
で
あ
っ

た
。
そ
の
背
景
に
は
、
火
を
通
し
た
食
物
を
食
べ
な
い
者
を
未
開
と
す
る
発
想
が
あ
る
。『
三
国
志
』
に
も
「
倭
の
地
は
温
暖
で
、
冬
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夏
と
も
生
野
菜
を
食
す
る
」
と
い
う
記
述
が
あ
る（

（注

（
注

。
倭
国
で
は
（
食
物
を
）
手
で
食
べ
る
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の

一
文
も
、文
明
国
で
あ
る
中
国
で
は
生
野
菜
を
食
す
こ
と
が
な
い
、と
い
う
意
識
が
背
後
に
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、「
胡
坐
」「
胡
床
」「
胡

餅
」
な
ど
、「
胡
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
広
く
西
ア
ジ
ア
起
源
の
舶
来
も
の
と
い
う
意
味
で
、
む
し
ろ
憧
れ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

日
本
に
お
け
る
「
唐か

ら

物も
の

」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る（

（注

（
注

。

「
唐
」
に
関
し
て
言
う
と
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
広
東
語
で
「
中
国
」
を
指
し
て
「
唐ト

ン

」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。
中
国
人

の
こ
と
を
「
唐ト

ン

人ヤ
ン

」、
中
国
人
街
の
こ
と
を
「
唐ト

ン

人ヤ
ン

街ガ
イ

」、
そ
し
て
中
国
料
理
の
こ
と
を
「
唐ト

ン

菜チ
ャ
ン」

と
い
う
。
こ
れ
は
漢
王
朝
の
人
々
を

指
し
て
「
漢
人
」、
彼
ら
が
使
っ
て
い
た
文
字
を
「
漢
字
」
と
呼
ん
だ
如
く
、
唐
王
朝
の
威
光
が
絶
大
で
あ
っ
た
こ
と
の
裏
返
し
で
も

あ
る
。
中
原
地
方
か
ら
南
下
し
た
歴
史
を
誇
り
に
思
う
広
東
人
な
ら
で
は
の
語
彙
で
あ
る
。
従
っ
て
、
標
準
語
で
は
「
唐
菜
」
と
は
言

わ
な
い
。
広
東
語
な
ど
の
南
方
方
言
を
知
ら
な
い
人
が
見
た
ら
、
唐
代
の
中
国
料
理
と
イ
メ
ー
ジ
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

こ
う
し
た
異
民
族
と
の
対
比
は
古
代
か
ら
ず
っ
と
続
い
て
い
た
が
、
清
末
の
中
国
が
体
験
し
た
「
西
洋
の
衝
撃
」
は
、
初
め
て
自
分

た
ち
よ
り
も
優
位
な
文
明
と
の
接
触
で
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き
か
っ
た
。
料
理
に
関
し
て
言
う
と
、
東
北
地
方
で

は
ロ
シ
ア
料
理
と
の
出
会
い
が
、
上
海
や
広
東
な
ど
の
開
港
都
市
で
は
西
洋
料
理
と
の
出
会
い
が
、「
中
国
料
理
」
と
し
て
の
自
覚
を

も
た
ら
し
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。

６　
「
唐
菜
」「
中
国
菜
」「
華
菜
」「
中
餐
」
の
誕
生

中
国
料
理
の
総
称
と
し
て
は
、「
唐タ

ン

菜ツ
ァ
イ」「

中
チ
ョ
ン

国グ
オ

菜ツ
ァ
イ」「

華フ
ア

菜ツ
ァ
イ」「

中
ジ
ョ
ン

餐ツ
ァ
ン」

な
ど
の
語
彙
が
あ
る
。
で
は
こ
れ
ら
の
語
彙
は
い
つ
、
使
わ



武蔵大学人文学会雑誌　第 56 巻第 1 号

18

【図表 10】「唐菜」（唐番菜点心）の初出

『申報』1877 年 5 月 25 日（第 1558 号）

【図表 11】「華菜・中国菜」の初出

『申報』「中西風俗古今不同礼説」（部分）1884 年 6 月 6 日号
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れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
先
ず
資
料
と
な

る
の
は
料
理
書
類
で
あ
る
が
、
清
末
民
初
期

の
中
国
で
刊
行
さ
れ
た
料
理
書
類
を
日
本
で

閲
覧
す
る
の
は
難
し
い
。
次
に
資
料
と
な
り

得
る
の
は
、
雑
誌
類
や
新
聞
で
あ
る
が
、
こ

の
分
析
を
し
よ
う
と
す
る
と
膨
大
な
時
間
を

要
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
幸
い
な
こ
と
に
、

近
年
に
な
っ
て
こ
れ
ら
の
資
料
が
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
、
清
末

か
ら
民
国
期
に
か
け
て
、
上
海
で
刊
行
さ
れ

た
日
刊
紙
で
あ
る
『
申
報
』（
一
八
七
二
～

一
九
四
九
年
）
を
資
料
と
し
て
、
中
国
料
理

の
総
称
と
し
て
の
「
唐
菜
」「
中
国
菜
」「
華
菜
」

「
中
餐
」
な
ど
の
語
彙
、
及
び
外
国
料
理
の
総

称
と
し
て
の
「
番

フ
ァ
ン

菜ツ
ァ
イ」「

外ワ
イ

国グ
オ

菜ツ
ァ
イ」「

西シ
ー

菜ツ
ァ
イ」

「
西シ

ー

餐ツ
ァ
ン」

な
ど
の
語
彙
の
初
出
を
調
べ
て
み
た

（【
図
表
10
】【
図
表
11
】
参
照
）。

そ
の
結
果
、【
図
表
12
】
に
図
示
し
た
如
く
、

【図表 12】『申報』紙上における料理名の初出年代表

 （筆者作成　岩間一弘編『中国料理と近現代日本』より）
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中
国
料
理
の
総
称
を
初
出
年
代
順
に
並
べ
る
と
、「
唐
菜
」（
一
八
七
七
）、「
中
国
菜
」（
一
八
八
四
）、「
華
菜
」（
一
八
八
四
）」、「
中
餐
」

（
一
九
一
二
）
と
な
る
こ
と
、
一
方
の
西
洋
料
理
の
総
称
も
同
様
に
並
べ
る
と
、「
番
菜
」（
一
八
七
三
）、「
外
国
菜
」（
一
八
七
五
）、「
西

菜
」（
一
八
七
九
）、「
洋
飯
」（
一
八
八
六
）、「
西
餐
」（
一
九
〇
一
）
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た（

（注

（
注

。

『
申
報
』
紙
上
に
お
い
て
は
、
外
国
料
理
の
総
称
と
し
て
の
「
番
菜
」
が
一
八
七
三
年
と
最
も
早
く
、
そ
の
二
年
後
に
「
外
国
菜
」

が
登
場
し
、
さ
ら
に
そ
の
二
年
後
の
一
八
七
七
年
に
中
国
料
理
の
総
称
と
し
て
の
「
唐
菜
」
が
登
場
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、

一
八
八
四
年
に
な
っ
て
「
中
国
菜
」
と
「
華
菜
」
が
登
場
す
る
。
西
洋
料
理
の
総
称
と
し
て
の
「
西
餐
」
は
や
や
遅
れ
て
一
九
〇
一
年

に
登
場
す
る
が
、こ
れ
に
対
応
す
る
「
中
餐
」
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、ず
っ
と
後
の
民
国
に
な
っ
た
一
九
一
二
年
か
ら
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
も
と
も
と
「
中
餐
」
に
は
昼
食
の
意
味
が
あ
り
、
そ
れ
が
中
国
料
理
の
意
味
に
転
化
す
る
の
に
多
少
の
時
間
を
要
し
た
た

め
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
語
句
と
し
て
の
「
唐
菜
」「
中
国
菜
」「
華
菜
」「
中
餐
」
は
先
に
誕
生
し
た
「
番
菜
」「
外
国
菜
」「
西

菜
」「
西
餐
」
と
見
事
な
対
応
関
係
に
あ
り
、
対
照
と
す
る
語
句
が
あ
っ
て
生
ま
れ
た
と
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
ち
ょ

う
ど
、「
西
洋
料
理
」
と
「
日
本
料
理
」、「
洋
食
」
と
「
和
食
」
の
対
応
関
係
と
も
一
致
す
る
現
象
で
あ
る
。
な
お
、｢

洋ヤ
ン

飯フ
ァ
ン｣

は
当
初
、

「（
西シ

ー

）
洋ヤ

ン

飯
フ
ァ
ン

店
デ
ィ
エ
ン」

の
組
み
合
わ
せ
で
多
用
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
語
彙
の
頻
度
も
整
理
し
て
お
き
た
い
。
件
数
の
多
い
順
に
並
び
替
え
る
と
、「
中
餐
」
は
三
六
二
九
件
あ
る
が
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
は
「
昼
飯
」
の
意
味
で
あ
り
、
中
国
料
理
の
意
味
で
使
わ
れ
る
の
は
一
九
一
二
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
正
確
な
数
は
、

三
六
二
九
件
の
全
て
を
精
査
し
な
い
と
判
明
し
な
い
が
、「
中
餐
西
餐
」
の
組
み
合
わ
せ
だ
と
僅
か
に
三
六
件
し
か
な
い
こ
と
を
考
え

る
と
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。「
中
国
菜
（
館
）」
は
三
四
一
件
、「（
中
）
華
菜
」
は
三
〇
六
件
あ
る
。「
中
国
料
理
」

の
意
味
の
「
唐
菜
」
は
二
件
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、「
中
国
菜
」
と
「
華
菜
」
が
三
〇
〇
件
台
と
最
も
多
く
、
こ

の
二
つ
が
代
表
的
な
語
彙
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
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当
初
、
私
は
こ
れ
ら
の
う
ち
、「
唐
菜
」
が
最
も
古
い
語
句
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
「
中
国
菜
」「
華
菜
」
な
ど
へ
派
生
し
て
い
っ
た
と

予
想
し
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
先
述
の
如
く
、
広
東
語
で
は
現
在
で
も
中
国
料
理
を
指
し
て
「
唐
菜
」
と
言
う
こ
と
が
あ
る
。
清
末

に
い
ち
早
く
海
外
に
出
て
行
っ
た
人
々
も
広
東
語
を
話
す
人
々
で
あ
り
、
彼
ら
が
外
国
の
料
理
に
触
れ
、
自
分
た
ち
の
料
理
を
「
唐
菜
」

と
呼
び
始
め
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
『
申
報
』
を
調
べ
て
み
る
と
、
こ
の
推
測
は
あ
っ
さ
り
と
覆
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。「
唐
菜
」
が
最
も
古
い
語
句
で
あ
る
こ
と
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、「
唐
番
菜
」
の
如
く
「
番
菜
」
と
対
比
さ
れ
る

形
で
出
て
お
り
、
必
ず
し
も
広
東
系
の
華
僑
に
よ
っ
て
使
わ
れ
始
め
た
言
葉
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、総
称
と
し
て
の
「
唐
菜
」
が
初
め
て
使
わ
れ
た
後
、「
中
国
菜
」
と
「
華
菜
」
が
使
わ
れ
る
前
の
一
八
七
九
年
に
、

「
満
漢
全
席
」
と
「
京
蘇
大
菜
」（
南
京
を
中
心
と
す
る
江
蘇
料
理
）
と
い
う
語
句
が
出
て
く
る
点
で
あ
る
。
当
時
の
上
海
に
お
い
て
は
、

「
外
国
菜
」
に
対
抗
で
き
る
料
理
と
し
て
、
こ
の
二
つ
が
想
起
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、『
申
報
』
に
中
国
の
地
方
料
理
と
し
て

最
初
に
登
場
す
る
の
は
、「
広

グ
ア
ン

東ト
ン

菜ツ
ァ
イ（

館
）」
で
、一
八
八
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
三
年
後
の
一
八
八
八
年
に
、「
粤ユ

エ

菜ツ
ァ
イ」「

蘇ス
ー

菜ツ
ァ
イ」（

江

蘇
料
理
）「
京ジ

ン

菜ツ
ァ
イ」（

北
京
料
理
）「
浙ゼ

ー

菜ツ
ァ
イ」

が
登
場
す
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
当
時
の
上
海
に
お
い
て
、
近
隣
の
「
蘇
菜
」「
浙
菜
」

を
除
く
と
、
広
東
料
理
と
北
京
料
理
が
別
格
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。「（
四ス

ー

）
川

チ
ュ
ア
ン

菜ツ
ァ
イ」

や
「
閩ビ

ン

菜ツ
ァ
イ」

の
初
出
は
ず
っ
と
遅
れ
て

一
九
一
五
年
の
こ
と
で
あ
る
し
、
地
元
の
「
寧ニ

ン

波ポ
ー

菜ツ
ァ
イ」「

本ベ
ン

帮バ
ン

菜ツ
ァ
イ」

と
な
る
と
、
も
っ
と
遅
れ
て
一
九
二
四
年
が
初
出
と
な
っ
て
い
る
。

参
考
ま
で
に
西
洋
料
理
の
総
称
で
あ
る「
番
菜
」「
外
国
菜
」が
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い
た
か
で
あ
る
が
、「
英イ

ン

法フ
ァ
ー

炒チ
ャ
オ

菜ツ
ァ
イ」（

一
八
八
八

年
初
出
）
と
あ
る
如
く
、
イ
ギ
リ
ス
料
理
と
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
指
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
れ
は
一
八
四
二
年
の
南
京
条
約

に
よ
り
、上
海
に
イ
ギ
リ
ス
租
界
（
後
に
共
同
租
界
へ
）
と
フ
ラ
ン
ス
租
界
が
設
け
ら
れ
た
歴
史
を
考
え
る
と
、当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
法

フ
ァ
ー

国グ
オ

菜ツ
ァ
イ」（

フ
ラ
ン
ス
料
理
）
が
単
独
で
出
て
く
る
の
は
一
九
一
四
年
の
こ
と
で
、「
俄ア

ー

国グ
オ

菜ツ
ァ
イ（

館
）」（
ロ
シ
ア
料
理
）
が
出
て
く
る

の
は
一
九
二
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
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満
漢
全
席
と
京
蘇
菜
を
除
け
ば
、
広
東
料
理
が
特
異
な
位
置
に
あ
る
と
書
い
た
が
、
そ
れ
は
海
外
に
お
け
る
中
国
料
理
店
に
つ
い
て

も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
欧
州
で
あ
れ
ア
メ
リ
カ
で
あ
れ
、華
僑
と
し
て
渡
っ
た
中
国
人
の
多
く
が
広
東
語
を
母
語
と
す
る
人
々
で
あ
っ

た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。『
申
報
』
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
ア
メ
リ
カ
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）、
日
本
（
東
京
神
田
・

大
阪
・
神
戸
）
に
お
け
る
「
中
国
菜
館
」
の
多
く
は
、
広
東
人
が
経
営
し
て
い
る
と
し
、
詳
し
い
状
況
を
紹
介
し
て
い
る
。

な
お
、「
中

チ
ョ
ン

国グ
オ

料リ
ヤ
オ

理リ
ー

」
と
い
う
表
現
は
、
実
は
こ
れ
は
日
本
人
が
使
い
だ
し
た
言
葉
で
、
中
国
本
土
で
一
般
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
改
革
開
放
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
本
来
、
中
国
語
の
「
料

リ
ヤ
オ

理リ
ー

」
は
「
処
理
す
る
」「
整
理
す
る
」
と
い
う
意
味
し
か
な
く
、
調

理
す
る
な
ら
、「
烹ポ

ン

調テ
ィ
ア
オ」「

烹ポ
ン

飪レ
ン

」
と
言
う
。
あ
る
い
は
、「
肉
を
料
理
す
る
」
な
ら
「
做ツ

オ

肉ロ
ウ

」
な
ど
と
言
う
。
名
詞
と
し
て
「
中
国
料
理
」

と
言
う
な
ら
「
中

チ
ョ
ン

国グ
オ

菜ツ
ァ
イ」

と
言
う
。
日
本
料
理
も
「
日リ

ー

本ベ
ン

菜ツ
ァ
イ」

と
言
う
。
で
は
何
故
、「
中
国
料
理
」
と
い
う
表
現
を
使
う
よ
う
に
な
っ

た
か
で
あ
る
が
、
中
国
で
開
店
し
た
日
本
料
理
店
が
看
板
に
「
日
本
料
理
」
と
掲
げ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
中
国
人
の
間
、
特
に
都
市
部

の
若
者
の
間
で
、
敢
て
外
来
語
の
響
き
の
あ
る
「
日
本
料
理
を
食
べ
に
行
こ
う
」
な
ど
と
使
い
始
め
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

あ
る
い
は
、
台
湾
で
は
日
本
語
の
影
響
と
思
わ
れ
る
が
、
日
本
語
の
「
料
理
」
の
意
味
で
「
料
理
」
と
使
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
台
湾

か
ら
の
影
響
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

現
在
で
は
、「
日
本
料
理
」
と
い
う
語
句
は
完
全
に
市
民
権
を
得
て
お
り
、
そ
の
影
響
か
ら
か
、「
中

チ
ョ
ン

国グ
オ

料リ
ヤ
オ

理リ
ー

」
と
い
う
言
い
方
も

定
着
し
て
い
る
。「
百
度
百
科
」
の
サ
イ
ト
で
も
、「
中
国
料
理
」
の
項
目
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、「
中
国
菜
」
の
項
目
も
あ
り
、
両

者
の
記
述
内
容
は
大
差
な
い
。
も
っ
と
も
、中
国
内
の
地
方
料
理
を
呼
ぶ
と
き
に
は
「
料リ

ヤ
オ理リ
ー」

よ
り
は
「
菜ツ

ァ
イ」

を
使
う
。
広
東
料
理
は
「
粤

菜
」、
四
川
料
理
は
「
川
菜
」
だ
し
、
中
国
国
内
の
ム
ス
リ
ム
が
食
べ
る
料
理
は
「
清チ

ン

真ジ
ェ
ン

菜ツ
ァ
イ」

と
呼
び
、「
清チ

ン

真
ジ
ェ
ン

料リ
ヤ
オ

理リ
ー

」
と
呼
ぶ
こ

と
は
な
い
。
家
庭
料
理
も
「
家ジ

ア

常チ
ャ
ン

菜ツ
ァ
イ」

と
言
い
、「
家ジ

ア

常チ
ャ
ン

料リ
ヤ
オ

理リ
ー

」
と
は
言
わ
な
い
。
こ
れ
を
考
え
る
と
、「
中
国
料
理
」
は
外
国
の

料
理
と
比
較
す
る
場
合
に
使
わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
い
え
る
。
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同
様
に
、「
中
華
料
理
」
と
い
う
言
い
方
は
、
日
本
と
韓
国
だ
け
で
、
中
国
本
土
で
は
言
わ
な
い
。「
百
度
百
科
」
の
サ
イ
ト
で
も
、

こ
の
こ
と
が
面
白
い
の
か
、「
中
国
菜
」
を
日
本
や
韓
国
で
は
「
中
華
料
理
」
と
も
言
う
と
紹
介
し
て
い
る
。
併
せ
て
「
百
度
百
科
」

の
サ
イ
ト
に
は
「
中
華
料
理
」
の
項
目
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、
今
後
、
中
国
で
も
こ
の
名
称
が
普
及
す
る
可
能
性
は
あ
る
。
な
お
、
意

外
な
こ
と
に
、『
申
報
』
に
は
、「
中
国
料
理
（
店
）」（
一
九
一
一
初
出
）
や
「
中
華
料
理
（
店
）」（
一
九
三
一
年
初
出
）
と
い
う
語
句

が
登
場
す
る
。
但
し
、
い
ず
れ
も
日
本
や
朝
鮮
に
関
す
る
記
事
で
あ
り
、
中
国
本
土
で
使
わ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
い
。

７　
「
国
民
料
理
」
と
し
て
の
中
国
料
理

実
態
と
し
て
の
中
国
料
理
は
、
近
代
国
家
建
設
前
に
、
地
方
ご
と
に
す
で
に
十
分
に
体
系
化
さ
れ
た
料
理
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
故
、そ
れ
ら
を
統
合
す
る
名
称
を
与
え
る
だ
け
で
、実
態
が
形
を
表
わ
し
た
と
も
言
え
る
。「
中
国
料
理
」
に
な
る
た
め
の
、

素
材
や
調
理
法
に
お
い
て
、
特
別
な
展
開
は
必
要
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
逆
に
言
う
と
、
現
在
の
「
中
国
料
理
」
も
、
あ
く
ま

で
地
方
料
理
の
集
合
体
と
し
て
の
総
称
で
し
か
な
い
と
も
言
え
る
。
日
本
に
も
地
方
料
理
（
む
し
ろ
郷
土
料
理
と
い
う
べ
き
か
）
は
存

在
す
る
が
、
四
大
菜
系
、
八
大
菜
系
な
ど
と
い
う
分
類
は
な
い
。
こ
れ
に
は
国
土
の
広
さ
も
関
係
し
て
い
よ
う
。
確
か
に
、
遊
牧
民
の

影
響
を
強
く
受
け
た
北
方
の
羊
肉
料
理
か
ら
、江
南
の
魚
料
理
、広
東
の
咖
喱
（
カ
レ
ー
粉
）
や
南
国
の
果
実
を
使
っ
た
料
理
ま
で
を
「
中

国
料
理
」
で
一
括
り
に
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

中
国
の
沿
海
部
の
大
都
市
で
は
改
革
開
放
以
降
、
外
国
料
理
店
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
日
本
に
比
べ
る
と
、
ど
の
通
り
に
も

一
軒
は
あ
る
と
い
う
ま
で
は
普
及
し
て
い
な
い
。
ま
し
て
や
日
々
の
家
庭
で
の
食
事
に
お
い
て
、日
本
人
の
よ
う
に
和
食
、洋
食
、中
華
、
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カ
レ
ー
な
ど
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
食
べ
分
け
る
よ
う
な
情
況
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
外
食
す
る
際
に
も
い
え
る
。
日
本
で
外

食
す
る
と
な
る
と
、
ま
ず
、
和
食
に
す
る
か
、
洋
食
に
す
る
か
、
あ
る
い
は
中
華
に
す
る
か
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
に
す
る
か
と
決
め
、
和
食

と
な
っ
た
ら
、
そ
こ
か
ら
寿
司
に
す
る
の
か
、
蕎
麦
に
す
る
の
か
な
ど
と
細
分
化
し
て
い
く
。
と
こ
ろ
が
中
国
で
は
こ
う
し
た
大
分
類

は
あ
ま
り
使
わ
れ
ず
、
外
食
と
な
る
と
、
広
東
料
理
店
に
い
く
か
、
海
鮮
料
理
店
に
い
く
か
、
四
川
料
理
店
に
い
く
か
、
か
ら
始
ま
る
。

つ
ま
り
、日
本
に
お
け
る
「
和
食
」
ほ
ど
、中
国
で
は
「
中
国
菜
」
が
、外
国
料
理
と
対
比
さ
れ
た
「
国
民
料
理
」
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
、

と
い
う
意
識
が
薄
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
逆
に
言
う
と
、
日
本
に
お
け
る
「
日
本
料
理
」
や
「
和
食
」
は
、
狭
い
国
土
と
比

較
的
均
質
的
な
国
民
故
に
、「
中
国
菜
」
と
比
べ
た
ら
、
は
る
か
に
明
確
な
輪
郭
を
も
っ
た
「
国
民
料
理
」
に
な
っ
て
い
る
と
言
う
こ

と
が
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
。

「
百
度
百
科
」
の
サ
イ
ト
で
「
中
国
料
理
」
の
項
目
を
み
る
と
、
中
国
料
理
の
特
徴
と
し
て
「
色
、
香
、
味
、
意
、
形
」
の
五
つ
を

あ
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
抽
象
的
す
ぎ
て
特
徴
を
的
確
に
表
わ
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
一
方
、「
中
華
料
理
」
の
項
目
で
は
、

そ
れ
な
り
の
特
徴
を
挙
げ
て
い
る
。
即
ち
、
異
な
る
素
材
を
巧
妙
に
混
合
す
る
こ
と
（
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
中
国
な
ら
で
は
の
素
材
が

中
国
料
理
の
特
色
を
成
す
）、
ま
た
そ
の
食
材
を
外
国
か
ら
柔
軟
に
受
け
入
れ
て
き
た
こ
と
（
小
麦
や
羊
は
紀
元
前
に
西
ア
ジ
ア
か
ら
、

果
物
や
蔬
菜
は
漢
代
や
唐
代
に
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
は
明
代
に
海
外
と
の
貿
易
か
ら
）、
反
面
、
乳
製
品

は
未
だ
に
中
国
料
理
の
な
か
で
突
出
し
た
地
位
を
得
て
い
な
い
、
な
ど
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
確
か
に
中
国
料
理
の
特
徴
と
い
っ
て

い
い
が
、そ
れ
以
外
に
も
ま
だ
あ
る
。
中
国
料
理
の
特
徴
は
、そ
の
外
か
ら
見
て
み
な
い
と
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
が
、中
国
人
自
身
も
、

完
璧
に
は
把
握
出
来
て
い
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

こ
う
し
て
み
る
と
、「
国
民
料
理
」
の
定
義
も
、
大
陸
国
家
の
場
合
に
は
別
な
基
準
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
同
じ
よ
う
な
大
陸
国

家
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、「
ア
メ
リ
カ
料
理
」
が
単
な
る
地
方
料
理
の
集
合
体
で
あ
る
だ
け
で
も
、
十
分
に
「
ア
メ
リ
カ
料
理
」
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と
呼
ば
れ
る
資
格
が
あ
る
と
も
言
え
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
ア
メ
リ
カ
と
異
な
る
の
は
、
中
国
の
場
合
、
方
言
と
地
方
文
化
と
が
依
然

と
し
て
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
比
較
的
新
し
い
時
代
に
短
期
間
に
人
の
移
動
が
行
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、
方
言
と

い
う
の
が
存
在
し
な
い
。
移
住
者
の
出
身
地
（
例
え
ば
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
の
フ
ラ
ン
ス
系
な
ど
）
の
別
も
な
く
は
な
い
が
、
あ
る
の
は

む
し
ろ
地
域
差
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
方
が
統
合
は
容
易
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
対
し
て
、
中
国
で
は
、
方
言
が
消
滅
し
た

時
が
、「
中
国
料
理
」
が
一
つ
に
統
合
さ
れ
た
時
、
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

な
お
、「
国
民
料
理
」
と
し
て
の
「
中
国
料
理
」
の
自
覚
は
、
何
も
中
華
民
国
期
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
継
続
的
に
な
さ
れ
て
い

く
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
中
国
革
命
以
降
は
、
文
革
を
頂
点
と
す
る
政
治
運
動
に
明
け
暮
れ
、
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
開
放
以
降
、
経
済
的
に
も
豊
か
に
な
る
と
、
再
び
、
中
国
料
理
に
関
心
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
研
究
も
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
当
初
は
、
中
国
料
理
の
全
貌
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
記
述
的
な
作
業
か
ら
始
ま
っ
た
。
各
省
に
伝
わ
る
地
方
料
理
の
レ
シ
ピ
ー
を

集
め
た
、
省
別
の
『
中
国
菜
譜
』
や
『
中
国
小
喫
』
が
刊
行
さ
れ
始
め
た
の
も
一
九
八
〇
年
代
以
降
で
あ
る
。
ま
た
雑
誌
『
中
国
食
品
』

や
『
中
国
烹
飪
』
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
。
日
本
に
お
い
て
一
九
七
二
年
に
、
現
存
す
る
中
国
の
歴
代
の
料
理
書
を
集
め
た
篠
田
統
・

田
中
静
一
編
『
中
国
食
経
叢
書
』
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
日
本
人
研
究
者
に
よ
る
食
経
叢
書
の
刊
行
は
、
本
国
の
中
国
を
大
い
に
刺
激
し

た
よ
う
で
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
中
国
で
も
同
様
の
企
画
が
は
じ
ま
り
、
訳
注
と
現
代
語
訳
を
付
し
た
『
中
国
烹
飪
古
籍
叢
刊
』
が

刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
は
、
研
究
書
が
多
数
、
刊
行
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

「
国
民
料
理
」
成
立
の
も
う
一
つ
の
要
件
と
し
て
は
、
国
賓
を
も
て
な
す
料
理
と
な
っ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
の
が
あ
る
。
世
界
各

国
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
が
長
ら
く
そ
の
地
位
を
占
め
て
き
た
が
、
ア
メ
リ
カ
や
日
本
な
ど
で
は
、
自
国
料
理
へ
の

再
評
価
が
起
こ
っ
て
い
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
現
在
の
中
国
で
は
基
本
的
に
国
賓
を
も
て
な
す
際
、
中
国
料
理
を
ベ
ー
ス
と
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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８　

中
国
料
理
の
新
し
い
動
き

最
後
に
中
国
料
理
の
新
し
い
展
開
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い（

（注

（
注

。
料
理
は
時
代
と
と

も
に
変
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
が
、
改
革
開
放
以
降
の
中
国
の
変
化
は
め
ま
ぐ
る
し

い
も
の
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
中
国
料
理
に
も
大
き
な
変
化
が
起
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
変
化
は
「
国
民
料
理
」
と
し
て
の
中
国
料
理
を
考
え
る
上
で
も
見
逃
す
こ
と
の
出
来

な
い
も
の
で
あ
る
。

第
一
の
変
化
は
、
沿
海
部
の
都
市
に
お
い
て
、
外
国
の
料
理
店
が
普
及
し
、
そ
れ
に

と
も
な
っ
て
中
国
人
の
嗜
好
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
な

ど
の
ア
メ
リ
カ
の
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
や
ス
テ
ー
キ
店
に
よ
り
、
牛
肉
の
消
費
が
増
え
て

い
る
ほ
か
、
ピ
ザ
な
ど
の
店
に
よ
っ
て
、
若
い
世
代
で
は
チ
ー
ズ
の
味
と
匂
い
も
受
け

入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
洋
食
の
サ
ラ
ダ
な
ど
、
生
野
菜
を
食
べ
る

こ
と
に
も
抵
抗
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
も
と
も
と
香
港
な
ど
で
は
サ
ラ
ダ
が
食

さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
が
本
土
に
も
普
及
し
た
と
い
え
る
。

日
本
料
理
店
も
増
え
、
寿
司
や
刺
身
と
い
っ
た
生
魚
に
対
す
る
抵
抗
も
少
な
く
な
り
、

ス
ー
パ
ー
で
も
そ
う
し
た
食
材
が
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
も
と
も
と
香

港
や
台
湾
の
中
国
人
は
寿
司
や
刺
身
を
食
べ
て
い
た
の
で
、
食
品
の
衛
生
さ
え
担
保
さ

れ
れ
ば
、
中
国
人
が
生
得
的
に
生
も
の
を
食
べ
ら
れ
な
い
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
日
本

【図表 13】哈爾濱の鮮魚店の店内

2003 年 9 月撮影

【図表 14】生魚片

2003 年 9 月撮影
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料
理
店
で
は
な
い
が
、日
本
料
理
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
「
生

シ
ェ
ン

魚ユ
ー

片ピ
エ
ン」（

さ
し
み
）
が
あ
る
。
か
つ
て
は
広
東
地
方
で
も
「
魚
生
」

と
称
す
る
生
魚
料
理
が
あ
っ
た
が
、こ
れ
が
日
本
の
刺
身
を
契
機
に
復
活
し
た
と
も
い
え
る
。
黒
竜
江
省
の
哈
爾
濱
で
、こ
の
「
生
魚
片
」

を
食
べ
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、出
て
き
た
の
は
淡
水
魚
と
キ
ュ
ウ
リ
を
細
切
り
に
し
て
あ
え
た
も
の
で
、そ
れ
は
ま
さ
に
「
膾な

ま
す」

で
あ
っ

た
。
臭
み
を
消
す
た
め
に
こ
れ
を
日
本
製
の
練
り
わ
さ
び
を
水
で
と
い
た
汁
に
つ
け
て
食
べ
る
（【
図
表
13
】【
図
表
14
】
参
照
）。

ま
た
、「
日リ

ー

式シ
―

拉ラ
ー

麺ミ
エ
ン」

と
呼
ば
れ
る
ラ
ー
メ
ン
店
も
あ
る
。
但
し
、
五
香
や
香
菜
な
ど
を
使
い
味
付
け
に
お
い
て
中
国
化
が
な
さ
れ

て
い
る
。
沿
海
部
の
大
都
市
に
お
け
る
「
便

ビ
エ
ン

利リ
ー

店デ
ィ
エ
ン」

と
呼
ば
れ
る
コ
ン
ビ
ニ
の
急
速
な
普
及
も
、
日
本
食
を
普
及
さ
せ
る
大
き
な
要

因
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
日
系
（
ロ
ー
ソ
ン
）
や
台
湾
系
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
）
な
ど
で
は
、
日
本
の
コ
ン
ビ
ニ
同
様
、
お
に
ぎ
り
、

巻
き
ず
し
、
お
で
ん
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど
が
売
ら
れ
て
い
る
し
、「
便

ビ
エ
ン

当ダ
ン

」
と
命
名
さ
れ
た
、
日
本
風
の
弁
当
も
売
り
出
さ
れ
て
い
る
。

コ
ン
ビ
ニ
の
普
及
に
よ
り
、
従
来
の
温
か
い
お
茶
に
変
わ
っ
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
冷
た
い
水
が
飲
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
や
お
に
ぎ
り
と
い
っ
た
、
冷
た
く
な
っ
た
食
べ
も
の
に
対
す
る
抵
抗
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
今
後
は
こ
う
し
た
食
習
慣

が
内
陸
部
の
地
方
都
市
に
も
普
及
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

第
二
の
変
化
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
と
り
わ
け
高
級
店
に
お
い
て
、
広
東
料
理
（
よ
り
正
確
に
い
う
と
洗
練
さ
れ
た
香
港
料
理
）
が
中

国
中
を
席
巻
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
、改
革
開
放
直
後
か
ら
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
あ
っ
た
。「
港
式
○
○
」

（
香
港
ス
タ
イ
ル
の
～
）
と
い
う
の
が
そ
れ
で
、
早
朝
の
「
飲ヤ

ム

茶チ
ヤ

」
ス
タ
イ
ル
の
朝
食
の
普
及
も
そ
の
一
つ
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
香
港

返
還
以
降
、
オ
シ
ャ
レ
な
香
港
ス
タ
イ
ル
が
上
海
や
北
京
な
ど
の
大
都
市
に
普
及
し
、
言
葉
の
面
で
も
「
的デ

エ

士シ
ー

」（
タ
ク
シ
ー
）、 

「
埋マ

イ

単ダ
ン

（
会
計
の
意
味
、
標
準
語
は
「
結ジ

エ

帳ジ
ャ
ン」）」

な
ど
広
東
語
の
語
彙
が
入
り
込
ん
で
は
い
た
。
し
か
し
、
各
地
方
の
伝
統
的
な
料
理

ま
で
も
が
、
香
港
ス
タ
イ
ル
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
、
各
地
の
高
級
店
は
香
港
か
ら
シ
ェ
フ
を

招
き
、
完
全
に
香
港
料
理
が
各
地
の
地
方
料
理
を
駆
逐
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
す
ら
思
え
る
。
香
港
料
理
は
確
か
に
洗
練
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さ
れ
て
い
て
お
い
し
い
し
、
高
級
感
も
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
は
接
待
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
地
元
の
料
理

よ
り
は
、オ
シ
ャ
レ
な
香
港
料
理
の
方
が
客
に
も
好
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、広
義
の
広
東
料
理
の
一
翼
を
担
う
潮
州
料
理
に
よ
っ

て
、
沿
海
部
の
都
市
に
お
い
て
は
海
鮮
料
理
店
も
急
速
に
普
及
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
ま
で
魚
料
理
と
い
う
と
、
淡
水
魚
が
メ
イ
ン
だ
っ

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
海
水
魚
へ
嗜
好
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
と
も
言
え
る
。
反
面
、
地
方
風
味
が
少
な
く
と
も
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
消
え
、

中
国
中
が
画
一
化
さ
れ
て
い
く
よ
う
で
惜
し
い
気
が
す
る
。
但
し
、
四
川
省
の
成
都
で
は
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
。
四
川
は
昔

か
ら
北
京
や
上
海
な
ど
に
対
す
る
対
抗
意
識
が
強
い
だ
け
に
、四
川
だ
け
は
、香
港
料
理
の
「
侵
入
」
を
防
い
で
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

そ
の
一
方
で
、
四
川
料
理
店
も
中
国
各
地
に
普
及
し
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
接
待
で
使
わ
れ
る
高
級
店
で
は
な
く
、
庶
民
的
な
位
置
づ

け
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
単
な
る
一
時
的
な
流
行
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
今
後
と
も
、
広
東
（
香
港
）
料
理
が
中
国
料
理
の
代
表
格
と
し
て
君
臨
し
続

け
る
の
か
、
大
い
に
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
と
似
た
よ
う
な
現
象
は
、
今
日
の
日
本
で
も
、
高
級
和
食
店
に
お
け
る
京
風

会
席
料
理
の
普
及
と
い
う
の
が
あ
る
。
も
し
今
後
も
広
東
料
理
が
優
位
な
立
場
に
立
ち
続
け
る
な
ら
、
こ
れ
は
長
い
中
国
料
理
史
の
な

か
で
、
特
筆
す
べ
き
出
来
事
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
反
動
か
ら
か
、
近
年
、
広
東
料
理
至
上
主
義
に
対
す
る
、
地
方
料
理
の
「
再

評
価
」
の
よ
う
な
動
き
も
出
て
き
て
は
い
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
ら
の
動
き
は
あ
く
ま
で
大
都
市
の
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
話
し
で
あ
っ

て
、
一
般
庶
民
の
日
常
の
食
事
の
話
し
で
は
な
い
。

四
川
料
理
が
か
た
く
な
に
広
東
料
理
と
対
峙
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
、
伝
統
的
な
「
四
川
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
が
大
き
く
関
与
し
て

い
よ
う
。
だ
が
、
や
は
り
内
陸
と
沿
海
部
と
い
う
地
域
差
の
要
因
も
大
き
い
。
豊
か
な
沿
海
部
で
は
、
新
し
い
富
裕
層
が
誕
生
し
、
高

級
料
理
店
で
の
宴
会
も
多
く
な
っ
た
。
広
東
料
理
の
席
巻
は
、
実
は
沿
海
部
の
都
市
と
い
う
地
理
的
な
差
違
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
階

層
の
上
下
と
い
う
、
縦
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
内
部
で
の
差
違
の
拡
大
と
連
動
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
日
本
料
理
や
ア
メ
リ
カ
の
フ
ァ
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ス
ト
フ
ー
ド
に
代
表
さ
れ
る
「
外
国
料
理
」
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
、
沿
海
部
の
都
市
に
限
ら
れ
る
。

社
会
主
義
政
権
の
も
と
、
建
前
で
は
、
社
会
の
平
等
は
料
理
に
も
貫
か
れ
て
い
た
。
ま
た
広
大
な
国
土
ゆ
え
に
、
各
地
域
の
伝
統
も

維
持
さ
れ
続
け
た
。
い
わ
ば
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
、「
地
産
地
消
」
を
地
で
い
っ
て
い
た
社
会
だ
っ
た
。
し
か
し
改
革
開
放
の
結
果
、
物
と

人
の
流
れ
に
よ
っ
て
一
面
に
お
い
て
地
域
間
格
差
は
縮
小
し
、
逆
に
階
層
差
は
拡
大
し
て
い
る
。
特
に
沿
海
部
の
大
都
市
で
は
外
国
料

理
も
入
り
込
ん
で
お
り
、中
国
人
の
伝
統
的
な
嗜
好
に
変
化
が
起
き
て
い
る
。
当
然
、そ
の
影
響
は
中
国
料
理
に
も
反
映
さ
れ
て
い
こ
う
。

こ
の
意
味
で
、
中
国
料
理
は
、
そ
の
長
い
歴
史
の
中
で
ま
た
新
た
な
展
開
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

注
（
１
）�

筆
者
の
「
国
民
料
理
と
し
て
の
中
国
料
理
」
へ
の
関
心
は
、
一
九
九
五
年
の
ア
メ
リ
カ
滞
在
の
時
期
に
遡
る
。
こ
の
時
の
経
験
を
エ
ッ
セ
ー
と
し
て
書
い

た
（
拙
稿
二
〇
〇
一
）。
そ
の
後
、
中
国
料
理
を
含
む
「
国
民
料
理
」
一
般
に
関
す
る
問
題
意
識
は
、
拙
者
編
（
二
〇
一
九
）『「
国
民
料
理
」
の
形
成
』

と
し
て
結
実
し
た
。

（
２
）�

中
国
料
理
の
歴
史
に
関
し
て
は
、
篠
田
統
（
一
九
七
四
・
一
九
七
八
）、
中
村
喬
（
二
〇
〇
〇
・
二
〇
〇
四
）、Chang, K

.C.ed.

（
一
九
七
七
）
に
詳
し
い
。

以
下
の
概
要
は
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
よ
る
。
な
お
、Chang, K

.C.ed. 

（
一
九
七
七
）
に
対
し
て
は
、
拙
者
に
よ
る
書
評
が
あ
る
（
一
九
八
〇
・

一
九
八
四
）。

（
３
）
中
国
の
「
菜
鍋
」
に
関
し
て
は
、
拙
稿
（
二
〇
一
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
４
）
中
国
料
理
の
歴
史
的
な
展
開
に
お
け
る
東
西
軸
と
南
北
軸
に
関
し
て
は
、
拙
稿
（
二
〇
〇
四
）、
及
び
拙
著
（
二
〇
〇
九
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
５
）‘Introduction’ in Chang, K

.C.ed.

（1977

）

（
６
）
中
国
に
お
け
る
生
食
に
関
し
て
は
、
拙
稿
（
二
〇
一
三
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
７
）『
済
民
要
術
』
に
関
し
て
は
、
拙
稿
（
一
九
九
〇
）、
及
び
一
九
九
七
（
共
訳
）
が
あ
る
。

（
８
）
周
作
人
（
二
〇
〇
二
）
を
参
照
。

（
９
）
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
拙
稿
（
二
〇
一
一
・
二
〇
一
四
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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（
10
）�

語
句
や
概
念
と
し
て
の
「
日
本
料
理
」
や
「
和
食
」
の
形
成
を
含
む
、
日
本
料
理
の
歴
史
に
関
し
て
は
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
東
四
柳

（
二
〇
〇
五
・
二
〇
〇
八
・
二
〇
一
五
）、
チ
フ
ィ
エ
ル
ト
カ
・
安
原
美
帆
共
著
（
二
〇
一
六
）
な
ど
を
参
照
。
な
お
、
東
四
柳
氏
の
研
究
は
、
二
〇
一
八
年

に
博
士
論
文
と
し
て
集
大
成
さ
れ
、
二
〇
一
九
年
に
公
開
出
版
さ
れ
た
（『
料
理
書
と
近
代
日
本
の
食
文
化
』
同
成
社
）。

（
11
）�『
礼
記
』
に
見
え
る
こ
の
一
節
の
原
文
は
「
東
方
曰
夷
、
被
髪
文
身
、
有
不
火
食
者
矣
。
南
方
曰
蛮
、
雕
題
交
趾
、
有
不
火
食
者
矣
。
西
方
曰
戎
、
被
髪

衣
皮
、
有
不
粒
食
者
矣
。
北
方
曰
狄
、
衣
羽
毛
穴
居
、
有
不
粒
食
者
矣
」
と
な
っ
て
い
る
。
北
京
大
学
出
版
社
『
礼
記
正
義
』（
一
二
）
四
六
七
頁
、
明

治
書
院
版
『
礼
記
』
上　

二
〇
四
～
二
〇
五
頁
。

（
12
）�『
三
国
志
』
に
見
え
る
原
文
は
「
倭
地
温
暖
、
冬
夏
食
生
菜
」
と
な
っ
て
い
る
。
中
華
書
局
版
『
三
国
志
』
三
「
魏
書
東
夷
伝
」
八
五
五
頁
、
岩
波
文
庫

版
『
新
訂 
魏
志
倭
人
伝 

他
三
編
』
四
六
・
八
〇
・
一
〇
九
頁
。

（
13
）�

日
本
に
お
け
る
唐
物
の
位
置
づ
け
に
関
し
て
は
、
河
添
房
江
（
二
〇
一
四
）
が
あ
る
。

（
14
）
よ
り
詳
し
い
分
析
は
、
拙
稿
（
二
〇
一
九
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
15
）
中
国
料
理
の
新
し
い
展
開
に
関
し
て
は
、
拙
稿
（
二
〇
〇
五
・
二
〇
〇
六
・
二
〇
〇
九
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

追
記

本
稿
は
二
〇
一
九
年
度
に
国
立
民
族
学
博
物
館
で
行
わ
れ
たM

aking Food in H
um

an and N
atural H

istory

と
題
す
る
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
表
原
稿
を
も
と
に
、
二
〇
二
〇
年
に
論
文
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
論
集
は
、
そ
の
後
、
野

林
厚
志
編
に
よ
っ
て
英
文
で
公
開
出
版
さ
れ
た
（A

tsushi N
obayashi ed. 2022 M

aking Food in Local and G
lobal Contexts.  

Springer

）。
本
稿
の
英
語
版
も“O

n the Form
ation of Chinese N

ational Cuisine : H
istorical and A

nthropological 

Perspectives”

と
題
し
て
本
書
に
収
録
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
英
語
版
で
は
固
有
名
詞
な
ど
の
漢
字
表
記
を
印
刷
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
の
読
者
の
便
も
考
慮
し
て
、
こ
こ
で
日
本
語
版
を
改
め
て
公
開
し
た
い
。
そ
の
際
、
多
少
の
加
筆
修

正
や
図
版
の
大
幅
な
追
加
、
文
献
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
た
。
本
稿
は
マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
著
し
た
概
説
的
な
短
い
論
考
で
あ
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る
が
、
長
年
に
渡
っ
て
中
国
の
社
会
や
料
理
を
研
究
し
て
き
た
者
と
し
て
、
一
つ
の
集
大
成
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

参
考
・
引
用
文
献
リ
ス
ト

岩
間
一
弘
編

　
　

二
〇
一
九　
『
中
国
料
理
と
近
現
代
日
本
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版

河
添
房
江

　
　

二
〇
一
四　
『
唐
物
の
文
化
史
― 

舶
来
品
か
ら
み
た
日
本
』
岩
波
書
店
（
岩
波
新
書
）

作
人
著
・
木
山
英
雄
編
訳　

　
　

二
〇
〇
二　
『
日
本
談
義
集
』
平
凡
社
（
東
洋
文
庫
）（
周
作
人
著
・
木
山
英
雄
編
訳 

一
九
七
三
『
日
本
文
化
を
語
る
』
筑
摩
書
房
の
新
版
）

篠
田
統

　
　

一
九
七
四　
『
中
国
食
物
史
』
柴
田
書
店

　
　

一
九
七
八　
『
中
国
食
物
史
の
研
究
』
八
坂
書
房

篠
田
統
・
田
中
静
一
共
編

　
　

一
九
七
二　
『
中
国
食
経
叢
書
』
上
下　

書
籍
文
物
流
通
会

チ
フ
ィ
エ
ル
ト
カ
、
カ
タ
ジ
ー
ナ
・
安
原
美
帆
共
著

　
　

二
〇
一
六　
『
秘
め
ら
れ
た
和
食
史
』
新
泉
社

中
村
喬

　
　

二
〇
〇
〇　
『
宋
代
の
料
理
と
食
品
』
朋
友
書
店

　
　

二
〇
〇
四　
『
明
代
の
料
理
と
食
品
』
朋
友
書
店

西
澤
治
彦

　
　

一�

九
八
〇　

�「
書
評　

Chang,K
.C.ed.: Food in Chinese Culture: A

nthropological and H
istorical Perspectives

」『
人
類
文
化
』
二
号  

筑
波
大

学
人
類
文
化
研
究
会

　
　

一
九
八
四　
「
米
国
に
お
け
る
中
国
食
物
史
研
究
の
動
向
―Food in Chinese Culture 
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
」『
風
俗
』
二
三
巻
一
号 

日
本
風
俗
史
学
会

　
　

一
九
八
五　
「
華
僑
と
は
何
か
」『
文
化
人
類
学
』
二
号  

ア
カ
デ
ミ
ア
出
版
会
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一
九
八
五　
「
飲
茶
の
話
」『
Ｇ
Ｓ
―
楽
し
い
知
識
』
三
号  

冬
樹
社

　
　

一
九
八
八　
「
現
代
中
国
の
茶
館
―
四
川
省
成
都
の
事
例
か
ら
」『
風
俗
』
二
六
巻
四
号 

日
本
風
俗
史
学
会

　
　

一
九
九
〇　

｢

『
斉
民
要
術
』
に
み
え
る
調
理
法
と
料
理
」『V

EST
A

』
五
号  

　
　

一
九
九
七　
「
中
国
の
居
酒
屋
事
情
―
紹
興
の
咸
享
酒
店
」『V

EST
A

』
二
九
号 

　
　

二
〇
〇
一　
「
食
卓
の
政
治
学
―
中
国
に
お
け
る
宴
席
の
儀
礼
と
そ
の
変
遷
」『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
三
三
巻
一
号

　
　

二
〇
〇
一　
「
中
国
人
の
酒
の
飲
み
方
」
梅
棹
忠
夫
・
吉
田
集
而
編
『
酒
と
日
本
文
明
』
弘
文
堂

　
　

二
〇
〇
一　
「
中
国
料
理
と
ア
メ
リ
カ
料
理
」『
し
に
か
』
二
〇
〇
一
年
五
月
号

　
　

二
〇
〇
四　
「
食
事
文
化
史
か
ら
み
た
中
国
の
南
北
」『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
三
六
巻
四
号

　
　

二�

〇
〇
五　

�「
改
革
開
放
と
中
国
料
理
の
新
し
い
展
開
―
沿
海
部
の
外
食
産
業
を
中
心
と
し
て
」
森
川
眞
規
雄
編
『
ア
ジ
ア
遊
学
』（
特
集
・
世
界
の
中
華

料
理
）
七
七
号　

勉
誠
出
版

　
　

二
〇
〇
六　
「
嗜
好
を
形
成
す
る
も
の
―
中
国
料
理
の
事
例
か
ら
」 

伏
木
亨
編
『
味
覚
と
嗜
好
（
食
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
四
）』
ド
メ
ス
出
版

　
　

二
〇
〇
九　
「
現
代
中
国
人
の
食
生
活
―
変
わ
る
も
の
と
変
わ
ら
な
い
も
の
」『V

EST
A

』
七
四
号

　
　

二
〇
〇
九　
『
中
国
食
事
文
化
の
研
究
―
食
を
め
ぐ
る
家
族
と
社
会
の
歴
史
人
類
学
』
風
響
社

　
　

二�

〇
一
一　

�「
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
の
著
わ
し
た
漢
語
テ
キ
ス
ト
―A

bsalom
 Sydenstricker 

著　

A
n E

xposition of the Construction and 
Idiom

s of Chinese Sentences: A
s Found in Colloquial M

andarin. for the U
se of Learners of the Language （1889

）
を
巡
っ

て
」『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
四
二
巻
二
号

　
　

二
〇
一
一　
「
中
国
の
鍋
と
料
理
」『V

EST
A

』
八
四
号　

味
の
素
食
の
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　

二
〇
一
三　
「
中
国
の
食
文
化
に
お
け
る
『 

生
食 

』」
一
色
賢
司
監
修
『
生
食
の
お
い
し
さ
と
リ
ス
ク
』
エ
ヌ
・
テ
ィ
ー
・
エ
ス

　
　

二
〇
一
四　

�「
蘇
北
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
の
布
教
活
動
―
ア
ブ
サ
ラ
ム
・
サ
イ
デ
ン
ス
ト
リ
ッ
カ
ー
の
中
国
に
お
け
る
軌
跡
を
中
心
に
」『
武

蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』 

四
六
巻
二
号

　
　

二
〇
一
九　

�「『
中
国
料
理
』
は
い
つ
生
ま
れ
た
の
か
―
『
申
報
』
に
見
え
る
料
理
の
語
彙
の
分
析
を
通
し
て
」
岩
間
一
弘
編
『
中
国
料
理
と
近
現
代
日
本
』

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

西
澤
治
彦
編

　
　

一
九
九
一　
（
共
編
）『
中
国
食
物
事
典
』（
田
中
静
一
・
小
川
久
恵
共
編
）
柴
田
書
店

　
　

一
九
九
七　
（
共
訳
）『
斉
民
要
術
―
現
存
す
る
最
古
の
料
理
書
』
田
中
静
一
・
小
島
麗
逸
・
太
田
泰
弘
編
訳 

雄
山
閣

　
　

二
〇
一
九　
（
編
）『「
国
民
料
理
」
の
形
成
』（
味
の
素 

食
の
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム 

三
七
）
ド
メ
ス
出
版
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橋
本
満
太
郎

　
　

一
九
七
八　
『
言
語
類
型
地
理
論
』
弘
文
堂

　
　

一
九
八
〇　
「
中
国
の
言
語
の
分
布
」『
言
語
』
九
巻
三
号
（『
現
代
博
言
学
』
一
九
八
一 

所
収
）

　
　

一
九
八
一　
『
現
代
博
言
学
―
言
語
研
究
の
最
前
線
』
大
修
館
書
店

　
　

一
九
八
二　
「
中
国
の
言
語
区
分
と
料
理
区
分
」『
世
界
の
食
べ
も
の
―
週
刊
朝
日
百
科
』
61　

中
国
１ 

食
と
中
国
人　

朝
日
新
聞
社

費
孝
通
編
著

　
　

一
九
八
九　

�『
中
華
民
族
多
元
一
体
格
局
』
中
央
民
族
学
院
出
版
社
（
西
澤
治
彦
・
塚
田
誠
之
・
曽
士
才
・
菊
池
秀
明
・
吉
開
将
人
共
訳 

二
〇
〇
八 

『
中

華
民
族
の
多
元
一
体
構
造
』
風
響
社
）

東
四
柳
祥
子

　
　

二
〇
〇
五　
「
近
代
日
本
に
お
け
る
日
常
食
献
立
の
形
成
と
西
洋
文
化
の
影
響
―
英
米
料
理
書
と
の
関
連
を
通
し
て
」『
会
誌 

食
文
化
研
究
』
一
号
、

　
　

二
〇
〇
八　
「
近
代
料
理
書
に
み
る
日
本
の
異
文
化
受
容
」『
食
文
化
誌
ヴ
ェ
ス
タ
』
七
二
号
、

　
　

二
〇
一
五　
「
明
治
期
に
お
け
る
中
国
料
理
の
受
容
」『
梅
花
女
子
大
学
食
文
化
学
部
紀
要
』
三
号

　
　

二
〇
一
九　
『
料
理
書
と
近
代
日
本
の
食
文
化
』
同
成
社

十
三
経
注
疏
整
理
委
員
会

　
　

二
〇
〇
〇　

鄭
玄
（
漢
）
注
・
孔
穎
達
（
唐
）
疏
『
礼
記
正
義
』（
十
三
経
注
疏　

十
二
・
十
三
・
十
四
・
十
五
）
北
京
大
学
出
版
社

竹
内
照
夫
訳
注

　
　

一
九
七
一　
『
礼
記
』
上
中
下
（
新
釈
漢
文
体
系
）
明
治
書
院

陳
壽

　
　
（
西
晋
）『
三
国
志
』 

裴
松
之
（
南
朝
宋
）
注  

全
五
冊
、
一
九
五
九　

中
華
書
局

石
原
道
博
編
訳

　
　

一
九
五
一
／
一
九
八
五
『
新
訂 

魏
志
倭
人
伝 

他
三
編
』
岩
波
書
店
（
岩
波
文
庫
）

孟
元
老

　
　
（
南
宋�

一
一
四
七
序
）『
東
京
夢
華
録
』、
楊
家
駱
編 

一
九
八
七
『
東
京
夢
華
録
注
』
世
界
書
局
／
入
矢
義
高
・
梅
原
郁
訳
註 

一
九
三
八
『
東
京
夢
華
録
―

宋
代
の
都
市
と
生
活
』
岩
波
書
店
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袁
枚

　
　

一
七�

九
二
（
乾
隆
五
七
）『
随
園
食
単
』、青
木
正
児
訳
注 

一
九
七
一
「
随
園
食
単
」『
青
木
正
児
全
集
』
第
八
巻
所
収 

春
秋
社
／
一
九
八
〇 

岩
波
書
店
（
岩

波
文
庫
）

Buck, J Lossing
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tilization in China : A

 Study of 16,786 Farm
ers in 168 Localities, and 38,256 Farm
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ilies in T

w
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perial China,  
Stanford U

niversity Press

百
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百
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Ｕ
Ｒ
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「
中
国
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」　http://baike.baidu.com
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A
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%
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